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要 旨
昭和初期から昭和 年代にかけて流行したゲームに行軍将棋がある。別名軍人将棋とも呼ば
れ、盤上で駒を取り合う 人用のボードゲームである。いつ誰が作ったものかは知られておら
ず、海外に同様のゲームがあるところから、それが輸入され日本風に改良されたものと考えら
れてきた。日本の行軍将棋は遅くとも明治二十八（ ）年には存在し、時代と共にさまざま
な種類のものが作られている。日本の行軍将棋に関する情報には、詳細ではないが考案者の情
報があり製造者や販売者の記録も存在している。海外にも同工のゲームが複数存在するが、こ
れらはすべて 年以降に発売されている。そして最も古いものは 年に刊行された雑誌に
掲載されている日本の行軍将棋についての情報を元に作られている可能性が非常に高く、それ
以降に発売されたゲームはこのゲームを下敷きにしていると考えられる。したがって、行軍将
棋の発祥は日本であると結論付けられる。
はじめに
日本に行軍将棋というボードゲームがある。軍人将棋とも呼ばれるが、本稿では行軍将棋で
統一する。いつ頃誕生したのかは定かでないが、昭和四十年以前の生まれの男児であれば、多
くが知っているものと思われる。昨今はほとんど見かけなくなってしまった。囲碁や将棋と
いった日本を代表するゲームと比べれば、非常に地味で知名度の低いゲームではあるが、昭和
のゲームとしては大きな位置を占めるものと考える。
行軍将棋の研究はほとんどない。当研究所紀要 第 号
（ ）に梅林勲の 行軍将棋 という論文があるが、これはおそらくこのゲームに関する唯
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一の論文である。しかし、この論文は行軍将棋とそれに類するゲームを羅列しただけで、ほと
んど考察というものがなく、それまでにいくつかの書籍に登場した個人の見解を並べただけに
なっている。従って、それが行軍将棋に関する学術的な見解ということになってしまっている
うのだが、筆者の研究ではこれらを悉く覆す結果が表れており、それを発表することが必要で
あると考えた。
行軍将棋に類するゲームは海外にもあり、むしろそちらの方が盛んであるといえる。これま
でほとんど触れらて来なかった日本と海外の行軍将棋ゲームについての関連についても重要な
ことがわかり、本研究は海外のゲーム研究にも資するものと考えている。
本稿はまず、行軍将棋の特徴を述べ、続いて日本と海外にどのような行軍将棋類のゲームが
存在したかを紹介する。続いて行軍将棋に関する情報を紹介した上で、これらの行軍将棋類
ゲームがどのようにして誕生し、どのように影響し合ったかを考察する。
第 章 行軍将棋とは何か
．行軍将棋の概要
行軍将棋は 人用の盤上遊戯、つまりボードゲームである。盤の上で駒を動かし、相手の駒
を取り合うという戦争ゲームと呼ばれる範疇に属する。駒の種類は複数あり、駒の名称は軍人
の階級や兵器や装備が書かれている。駒の大きさはすべて同じであり、また裏面は同一であ
る。そして名称の書かれている面が相手に見えないようにしてプレイするため、相手側からは
見分けがつかない。この点が将棋などの多くのボードゲームと異なるこのゲームの大きな特徴
である。
駒を取り合う盤上遊戯は、将棋やチェスの類のような複数の種類の駒から成るものと、は
さみ将棋やチェッカーのように一種類の駒で行うものがある。駒はすべてプレイヤーにわかる
ようになっており運の要素はなく、このことから完全情報ゲームと呼ばれる。行軍将棋には複
数の種類の駒があり、最初は駒の種類が相手のわからないようにして自由に配置するため、不
完全情報ゲームということができる。
一般のボードゲームでは、駒を捕獲することはルールによって決まっており、それに従った
行為を行えば、必ず相手方の駒を取ることができる。将棋やチェスであれば、自分の駒を相手
の駒の位置に移動させれば、そこにいた駒を必ず取ることができるし、はさみ将棋であれば、
相手の駒を自分の 枚の駒で隙間なく挟めば必ず取ることができる。しかし、行軍将棋では攻
撃した相手の駒を必ず取れる保証はない。自分の駒で相手の駒に戦闘を仕掛けたとき、その強
さを比べて弱い方が取り除かれるため、戦闘を仕掛けた方が勝つとは限らないのである。近代
のゲームではこういった駒自体が強さを持つゲームは少なくないが、伝統ゲームとしては非常
に珍しい。
なお、駒を取り合うゲームと述べたが、日本の行軍将棋の最終目標は敵の本部を占拠するこ
ととなっている。この点で行軍将棋は駒を取り合いのゲームではないという意見があるかもし
れないが、行軍将棋のゲームの展開は大半が駒の取り合いによって敵本部への道を開き、また
味方本部を守ることであり、これはあまり意味の無い議論と考える。
．海外の行軍将棋類ゲームとの関連
海外には同じような遊び方をするゲームがいくつか存在する。有名なのは ストラテゴ
（ ） というゲームで欧米では広く販売されている。また ラタック（
） というストラテゴ同様のゲームがあったことも確認されている。手品やゲーム関係の
著作が多い著述家の松田道弘（昭和十一（ ）年 ）は、著書 ボードゲーム （筑摩書
房、 年）で海外の代表的なボードゲーム数点を解説しているが、その中に ラタック と
いう章を設けてこのゲームについて述べている。その冒頭では次のように書いている。
私は長い間、行軍将棋は純日本製のゲームだとばかり思い込んでいました。ところがあ
るとき英国やフランスでラタック 、アメリカで とよばれる戦争ゲー
ムがあって、その構造と原理が日本の行軍将棋とそっくりなのにおどろくと同時に、どう
して日本製のゲームのルールが外国ゲームにまぎれこんだのだろう、とそればっかりふし
ぎがったものです。先入観というものはおそろしいもので、このゲームが日本製だとばか
り思いこんでいた私は、外国製のゲームが日本化されたということになかなかこのとき気
づかなかったのです。 ）
しかし、松田はラタックが行軍将棋より古いということを検証してはいない。海外にほとん
ど同じゲームがあるということだけで、ラタックのほうが古いと思い込んでしまっているので
ある。
先に挙げた梅林の論文は、発祥についてはこの松田の文章を載せ、また自称日曜研究家、串
間努（昭和三十八（ ）年 ）の
明治末期。浅草の西口商店の初代、西口栄助氏が、中島為三郎から、無刻（何も彫った
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り描いてない）の将棋駒を作ってもらい、南京袋に詰めて東京に持ち帰った。これが軍人
将棋の始めである。 ）
という文章を載せて、
軍人将棋の歴史は謎に包まれていてよく分からなかったが、 冊の本がそれを解明し
た ）
いずれにせよ 世紀末にフランスで考案された という新しいゲームが明治
維新後、他のモダンゲームとともに、日本に入り込み、日本風にアレンジされて行軍将棋
という名前で売りだされ、明治末期にはかなりの流行を見せはじめていたということは間
違いないようである ）
と結論付けている。しかし梅林は両者の説の真偽を検討しておらず、実際のところ少しも謎を
解明していないわけで、この結論は非常に問題が大きいといえる。さらに日本で行軍将棋につ
いて調査・整理した文献はこれぐらいしかないため、これが最終結論のようになっていること
も問題である。本稿では、これまで世界的にも不明だったこの系統のゲームの出自を解明す
る。
．行軍将棋のゲーム性
駒を動かし取り合う盤上遊戯は世界中に数多く存在する。大きく分けると、駒の種類が一種
類であるものと、複数の種類があるものがある。前者の代表はチェッカーやはさみ将棋であ
り、後者の代表は日本将棋やチェスといった将棋類である。一種類の場合はすべて同じ動きを
するので駒の種類を考慮する必要はない。複数あるものは能力が異なるので、どの駒がどこに
あるかを考慮してゲームを進めなければならない。このゲームの大半は、ほぼすべてが駒の種
類が敵味方ともにわかってプレイされている。
しかしながら行軍将棋では駒の位置はわかっているものの何の駒かはわからない。情報はす
べて盤上にあり、置かれた駒の位置は変わらないし、カードがめくられたり、サイコロが振ら
れたりするという運の要素は一切ない。つまり完全情報ゲームでありながら、不明瞭な要素を
取り入れた、伝統的なゲームにはなかった非常に新しい形のゲームといえる。理詰めでは判断
できない、推理やブラフの要素を取り入れた点は、実際の戦争に近いもので、将棋類を一段進
化させたものと言えよう。
年代当初のゲームは、運の要素の無い将棋のようなものか、さいころを振って駒を進め
るゲームが少し進化し、マス目マス目に意味を持たせるものが登場したぐらいで、後者はほぼ
さいころ運が勝敗を決めるという戦略性の無い単純なゲームであった。
戦略ゲームとしては、 作家の ウエルズ（ ）が 年にミニチュアの兵
隊、大砲、建物、樹木などを使った リトル・ウォーズ というゲームを発表しており、近代
的なウォーゲームの元祖と言われているが、大人のための大掛かりなごっこ遊びで、とても一
般的とは言えないものである。
行軍将棋は、この時期としてはあまりなかった、運の要素と技術の要素も持ち合わせたゲー
ムといえる。相手の実態がわからないという、現実的でスリルとサスペンスに満ちたドラマ
チックな味わいがあり、開始前に 作戦 を立て、ゲーム中も相手の駒がわからないため、非
常に頭脳的な部分を持っていた。開始時の配置を自由にできることによってゲームの展開は毎
回変わるわけで、遊ぶたびに違う展開が楽しめるバラエティに富んだ展開が楽しめるという特
徴を持っている。
第 章 日本の行軍将棋
本稿執筆にあたり、できるだけ多くの種類の行軍将棋の調査を行った。一覧を付録として付
けておく。
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【図 イラストレーテッド・ロンドン・ニュース に掲載されたリトル・ウォーズの写真（
】
．行軍将棋の仕様
名 称
一般に軍人将棋や軍事将棋と呼ばれているが、そのように外装箱に記載してあるものは調査
した中に 点しかなく、大半は行軍将棋という名称である。しかし、箱の表記によらず、軍人
将棋という言葉が一般名称として定着していると考えられる。外装箱の表記だが 行軍将棋
の他、同様の名称として 新行軍将棋 大型行軍将棋 行軍将棋ゲーム などがあるが、軍
人将棋というものはほとんどない。軍人将棋というのは一般的な呼称でしかないといえる。な
お市販のセットを見ると、行軍将棋の棋の字を棊としてあるものが多い。これは棋の古い書き
方である。将棋は鎌倉時代からさまざまな文献に現れるが、その表記は 将碁 将基 将
棊 象戯 など複数ある。 将棋 という表記が増えてくるのは明治中期からで、大正時代に
なって 将棊 と 将棋 が拮抗するようになり、昭和に入って 将棋 が優位となり、次第
に 棊 という文字が使われなくなる。しかし、行軍将棋の箱の表記では、文字が左から右に
書かれている第二次大戦後と思われるものでも棊の字を使用しているものが多い。これは新た
に作る業者が、古い箱の文字をそのまま使用していたためと考えられる。昭和 年代になると
ミサイル行軍 というものが登場する。製造を手掛けた山形県天童市の将棋駒製造業者によ
れば、販売会社の西口商店が、もう軍人将棋という呼称が合わない時代になってきたので名前
と内容を新たに考えた、とのことである。
箱のデザイン
代表的な箱絵に白馬に跨った軍人の絵が描かれているものがある。多くの行軍将棋で用いら
れており、行軍将棋といえばこのデザインといって良いくらいである。
【図 一般的な行軍将棋】 【図 ミサイル行軍】
盤ほとんどのものには折り畳まれた紙製の盤が封入されている。盤にはマス目に区切られた陣
が描かれ、両軍の陣営は細い通路で結ばれている。盤の中央部、両者の陣の間の通路でない部
分にはゲームの説明が記載されているものが多い。
陣 地
最も大きいものは駒 個のもの、最も小さいものは駒 個で、陣地の大きさはほぼ駒数によ
る。一人分の陣形では次のタイプがある。大半は長方形であるが、駒 個のものは長方形の陣
の下部中央に マスの本部が付いた形になっている。
駒数 陣地の大きさ 駒数 陣地の大きさ 駒数 陣地の大きさ
個 横 縦 、 個 横 縦 、 個 横 縦
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【図 白馬に乗る軍人がデザインされた行軍将棋】 【図 その他のデザインの行軍将棋】
【図 行軍将棋の盤（紙製）】 【図 木製盤のついた行軍将棋】
個 横 縦 、 個 横 縦 、 個 横 縦
個 横 縦 、 個 横 縦 、 個 横 縦
個 横 縦 、 個 横 縦 、 個 横 縦
通 路
両者の陣を結ぶのが細い通路である。その形状は直線型と 字型と 字型があり、直線型は
本または 本がある。 字型と 字型は 本である。筆者は直線型を 型と名付け 字型と
字型はそのまま 型、 型と命名し、後ろに本数を付けて例えば直線型が 本のものは
型、 字型が 本のものは、 型と分類している。 字型には中間に丸い印のあるものがあ
る。説明書きには 出入りの際は中央丸まで進み次回突入口の左右何れより敵陣え入るも差し
支えなし とあり、そこでいったん止まるものと規定されている。この中間地点を持つものは
を付け、 型と命名した。
【図 行軍将棋の盤（ の マス）】 【図 行軍将棋の盤（ の マス）】
【図 行軍将棋の盤（ 型）】 【図 行軍将棋の盤（ 型）】
通路の入り口には 突入口 交戦口 コース という文字が書かれているものがある。文
字のほかに兵隊の絵が描かれているものがあり、多くは旗を持っているが、銃を持っているも
のもある。
本 部
陣地には共通して本拠地や本部と呼べるものがあり、場所はすべて自陣の中央最下段にあ
る。本稿では本部で統一する。マス目の大きさは他のマス目の 個分から 個分まであるが、
基本的に横のマスの数が奇数の場合は中央の マス、偶数の場合は中央の マスとなってい
る。 種類のみ、 マス分のものがあった。多くは長方形の陣内だが、 個のものは の
長方形の中央部下段に横幅 マス分ほどの本部がはみ出す形で付けられており、下段中央の
つのマスから入ることができるようになっている。
本部の名称であるが、本城、本営、司令部、総司令部、表記無しの 種類がある。本城と記
されているのは駒 個の 種と駒 個の 種で最も古い形と考えられる。ここには何らかの絵
柄が描かれていることが多い。本城の場合は共通して櫓や門と内側に松の木のような樹木が見
られる。城とあるように、日本の城をイメージしたものと考えられる。駒 個の盤は 種類発
見されており、すべて販売店名が異なるが本部の絵は細部に至るまで同じである。また総司令
部のものは屋上に旗の立った建物と鉄条網と土嚢が描かれているが、箱絵が全く違うにもかか
わらず建物の上の旗のなびき具合や、建物の左側には木が 本あり、右側には銃のような棒が
本あるなどいずれも子細まで非常に良く似ている。これも行軍将棋の謎の一つといえる。
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【図 行軍将棋の盤（ 型）】 【図 行軍将棋の盤（ 型）】
説明文
盤の中央部、通路の周辺にはゲームの説明が記されている。これは共通しており、他のゲー
ムのように盤と別に説明書がつけられていたり、箱の裏面に説明書きされていたりするといっ
たことはほとんど見られない。盤が紙製なので、そこに一緒に書くことにより節約を考えたも
のだろう。昭和 年代以降大手メーカーから発売されたものについては、盤はプラスチックや
厚紙になり説明書が別添になっているが、多くは小規模メーカーによるものであったので、コ
ストを削るためにこのようにしたと考えられる。
駒
駒は将棋駒と同じ五角形で大半が木製だが、プラスチック製のものもある。裏から見てわか
らないようにするため、すべて同じサイズのものが使用されている。ほとんどは赤と黄色の
色に塗り分けられている。
駒の表面には文字が書いてある。実際にはスタンプが押されているのだが、その内容には何
種類かある。軍人の階級と役割と兵器である。階級は大将、中将、少将の将校、大佐、中佐、
少佐の佐官、大尉、中尉、少尉の尉官が主で、役割には騎兵、工兵、砲兵、スパイなどがあ
り、兵器には地雷、タンク、ヒコーキなどがある。これらの枚数はセットによって異なってお
り、総数が同じでも内容が異なるものもある。逆に箱絵が異なっているが駒の構成が全く同じ
【図 行軍将棋の本部（本城）】 【図 行軍将棋の本部（本営）】
【図 行軍将棋の本部（総司令部）】 【図 行軍将棋の本部（司令部）】
ものがある。例えば駒数 個のものは 種類見つかっているが、駒の構成は全く同じである。
また駒数 個のものは 種類見つかっているが、うち 種は駒の構成が同じである。多くの駒
は文字だけがスタンプで押されているが、中には絵が描かれているものもある。特に、タンク
とヒコーキは絵が描いてあるものが多い。またごく少ないが、すべてに絵が描かれているもの
がある。
元帥の駒が含まれているセットでは、奇妙なことが発見された。盤の解説と駒ともに元師と
誤っているものがいくつか見られた。製造者の誤りと考えられるが、箱絵や駒数が異なってい
るものでも共通に元師と誤っているものがあった。
．行軍将棋のルール
ルールの共通点は下記の通りである。
ゲームの準備
ゲームの準備として駒を配置する。基本的にどこに何を置いても良いが、ほとんどのものに
は 陣地の中で通路への入口となるマス目には地雷と軍旗を置いてはいけない あるいは 地
雷を置いてはいけない という注意書きが記載してある。また駒の置き方であるが、戦前のも
のと思われるものには、 文字ヲ対手ニ知ラレザル様駒ハ裏ヲ向ケ適宜随意ニ立並ベ と表記
してある（下線は筆者）。つまり駒を立てて置くように書いてあるのだが、戦後になると 味
方陣地に駒を立て 駒を伏せ と様々な表記が見られる。
筆者は小学生時代に何度か見たり遊んだりしたが、必ず駒は伏せて配置した。他の人間に聞
いてもインターネットなどで見ても、すべて駒を伏せて置いており、日本では駒を伏せてプレ
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【図 一般的な駒】 【図 すべてに絵が描かれている駒】
イするのが当然となっていると考えられる。理由としては、将棋の駒と同じものが用いられた
ため、立てて行うと簡単に倒れてしまうことが考えられるが、何よりも将棋が駒を水平に置い
て行うものであるために行軍将棋も自然にそのように置くようになったと考えられる。伏せて
置いたため、競技中頻繁に駒を取ったりめくったりして確認することになったが、誰もそれを
面倒と思わなかったのだろう。また、盤が折り畳まれた紙製であったため、床にきれいに広が
るということがなく、折り目で膨らんでいたりしていたため、駒がきれいに立たなかったこと
や、粗悪な駒が多く底面が平らでなかったり、傾いていたものがあったりしたこともあるが、
おそらく将棋のように駒を置くのが自然と考え、誰も立てて行おうとは思わなかったのではな
いだろうか。
本部に置く駒だが、元帥の入っている駒の場合は元帥を置くことという指定がある。それ以
外の場合、制限の表記はない。
ゲームの進行
ゲームは先攻より交互に一手ずつ指す。一回の手番では駒を一個動かす。パスは認められな
い。駒の移動は基本的に縦横に空いているマス目に一歩である。特別な駒として、動けない駒
と自由に動ける駒と一度に複数直進できる駒がある。動けない駒は軍旗と地雷で、そのため
か、前述の突入口に置いてはいけない旨の記述がある。自由に動ける駒の代表としては飛行機
があるが、行軍将棋ではヒコーキとカタカナで表記されている。ヒコーキは多くのセットでは
どこからでも敵陣地に入る事を得 と、自由自在に動けるように書いてある。空を飛んでい
くのだからマス目にとらわれないという発想であろう。が、一部のセットでは 縦には何こま
でも動けます。横は こまきり動けません。 と制限のついているものがある。自由だとあま
りに強すぎるため制限を設けたものと考えられる。またほとんどのセットで、工兵は縦横に
まっすぐなら複数マス進めると記載してある。非常に弱い駒であるため、特殊能力を与えたと
考えられる。
戦 闘
戦闘は駒と駒との強さの比較で、負けた方が盤上から取り除かれる。
戦闘の発生する時
駒 個などいくつかの盤に書かれているルールでは、 敵ノ駒ト突合ワセルモノトス（突合
トハ敵駒ノ占メル経緯線内ニ攻入シタルトキヲ云フ）。此際行司役ハ傍ニ於テ其ノ衝突シタル
駒ヲ見比ベ… と記載されている。つまり敵駒の前後左右のマス目に入った時を戦闘とみな
し、勝敗を判定すると記載されているのである。戦後のものには、このカッコの部分が書かれ
ていない。したがって 突き合わせ をするということがどういうことかは読み手の解釈に
よって異なることになる。
筆者が小学生の時は、攻め手の駒が相手の駒のいるところに入り、そこにいた駒の上に置く
ことにより戦闘とみなし、審判は重なった つの駒を取って勝敗を判定していた。筆者の知人
に聞いても同様に行っており、市販のソフトウェアなどもすべて同様である。おそらくはほと
んどの人間が 隣接したマス目に入って戦闘 ではなく 同じマス目に入って戦闘 と解釈し
ていた いると考えられる。これは普通の将棋が相手の駒のいる位置に自分の駒を入れて取る
ことから、そうするのが自然に行われているのだろうと考えられる。
勝敗の判定
勝敗の判定は盤中央に駒ごとに記載されているものと表がつけられているものがある。駒ご
とに書かれているものでは、表にしてみると矛盾しているものがある。例えば、
工 兵 は地雷に勝、その他に負。
スパイ は大将に勝、その他に負。
となっているものがいくつかある。また 原爆 という駒が入っていないのに 地雷 を 原
爆 と誤記していたり、 軍旗は後の控え駒と同一の勢力 という文の 勢力 を 努力 と
誤記したりしているものがある。手本を丸写しし、詳しく検討していなかったためと考えられ
る。メーカー名などが入っていないために問い合わせようがなく、遊ぶ者たちで解決していた
と考えられる。
勝利条件と制約
敵の本部に駒が入ることによって勝ちとなる。中には本部を占拠できる駒が決まっているも
のがある。例えば 本拠を占拠できるのは大将、中将、少将、大佐、中佐、少佐に限られる
としてあるものがある。この場合、それらの駒がなくなれば勝つことができなくなるが、その
場合勝敗がどうなるのかといった記載は見られない。
．行軍将棋のセット
製造年・製造者・販売者
大半の行軍将棋は箱に駒と折り畳んだ紙製の盤が入っているだけである。箱や盤にメーカー
名や製造年などが印刷されているものはあまりない。特に製造年については全くと言ってよい
ほど記載されていない。ただ一点だけ、 おもちゃ博物館 巻 遊戯具 掲載の行軍将棋の写
真の 枚の盤の縁に、
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明治二十八年六月十日印刷 同年同月十三日出版 大阪東區博労町二丁目三十五番屋敷平
民 発行人 澤木弥兵衛
と印刷してあるものが写っているだけである。
製造者・販売者だが、箱や盤に記載の無いものがほとんどである。駒数 個のものには盤中
央部の説明文の最後に販売者と思われる名前が入っているが、その他のものにはほとんど記載
がない。子供の玩具であるから、そういうものを明示しない習慣だったのであろう。
また箱にマークの記載があるものがいくつかある。丸に栄の文字のマークのものがあり、こ
れは東京にあった西口商店のものということがわかっている。製造者を示すものとしては他に
丸に本 というマークと 王将 というロゴの入ったものなどがある。現存する将棋駒製造
業者に問い合わせてみたが、これらを知っているところはなかった。
【図 おもちゃ博物館 巻 遊戯具 （東京書籍） 頁上段の行軍将棋の写真（矢印は筆者）】
【図 稲垣旭軍堂】 【図 渡邊】 【図 西口】
大手メーカーの行軍将棋
作戦将棋
大手玩具メーカーのトミー（現タカラトミー）が昭和五十一（ ）年に発売した行軍将
棋。盤は一人の陣地が横 マス、縦 マスで本部が マス分と、一般の行軍将棋と同じだが、
通路が横幅 列分であること、長さが マス分であることは一般の行軍将棋と異なっている点
である。駒は一人 個で内訳は軍旗 、大将 、将校 、軍曹 、 等兵 、工兵 、スパイ
、タンク の計 個である。軍旗は必ず司令部に置く。一般の行軍将棋の元帥扱いであ
り、後ろの駒と同じになるというような機能はない。
この商品のもっとも大きな特徴は、勝敗を判定する自動判定機なるものが盤上についている
ことである。戦闘の対象となる駒をセットして盤の側面にあるレバーを引くと、判定窓に勝っ
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【図 丸に栄のマークのある行軍将棋】 【図 丸に本のマークのある行軍将棋】
【図 王将のマークのある行軍将棋】
た方の駒の色が表示される仕組みで、これにより審判が不要となっている。行軍将棋の最大の
欠点ともいえる審判を不要としたことは画期的なことだといえる。この仕組みだが電気的なも
のではなく、アナログなものである。駒の裏側にははみ出した部分があり、駒の種類によって
場所が違っている。駒をセットして判定機のレバーを引くと回転する装置があり、これがはみ
出した部分によって止められ、それにより判定窓の下の色のついた円筒の回転が変わる。この
ためあまり複雑な勝敗を設定することができず、戦闘をする駒も 種類という少ないものに
なったものと考えられる。
ミサイル行軍ゲーム
エポック社が販売したボードゲーム。箱の隅に登録商標として丸に栄のマークがあり、西口
商店のミサイル行軍の版権を購入して製作した商品と考えられる。内容的にも盤の形状、駒の
構成、勝敗のルールなど西口商店のミサイル行軍と全く同じである。
【図 作戦将棋（トミー）】
【図 ミサイル行軍ゲーム（エポック社）】
ミニ戦略将棋
エポック社が昭和 年代に発売していたミニゲームシリーズの一つ。盤の陣地の大きさは
の マスだが、駒は 個で大将 、将校 、軍曹 、二等兵 、スパイ 、爆弾 となっ
ている。日本の行軍将棋というよりはアメリカのストラテゴというゲームに近い。おそらくス
トラテゴを参考にしたものと考えられる。
戦略大作戦
タカラ（現タカラトミー）が発売した行軍将棋。箱に とあり、内容もストラ
テゴを邦訳したものである。版権を購入してストラテゴを日本語化したものと考えられる。
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【図 ミニ戦略将棋（エポック社）】
【図 戦略大作戦（タカラ）】
小学生ゲーム軍人将棋 （タカラ）
タカラが発売した小学生ゲームシリーズの一つ。駒数は 個だが、陣地の構成が横 マス
縦 マスで本部が横 マス分と、他の行軍将棋のいずれとも異なる形状になっている。裏面は
本将棋の盤になっており、横が マスなのは全体的に正方形にして裏面の本将棋盤に合わせた
ためと考えられる。駒の構成も一般的な 個タイプのものに似ているが若干の増減がある。
特殊な行軍将棋
行軍将棋は一般的に陸軍の軍人の階級が使用されている。その他のもので構成されているも
のもいくつかあるので以下に挙げる。別章で述べるが、海外にも海軍版や空軍版のゲームがあ
る。
大海戦
行軍将棋の海軍版といえるもの。陣地は横 縦 の マス。駒は 個で内訳は戦艦 、航空
母艦 、巡洋艦 、駆逐艦 、潜水艦 、水雷 、高角砲 、爆撃機 、戦闘機 となってい
る。箱の側面に 行軍慰問用 とあり、第二次大戦中のものと考えられる。 大阪 駒乕（と
ら）号謹製 とメーカー名が入っている珍しいものである。この店は現在も大阪市中央区に存
在しているが、残念ながらシャッターが閉まったままで営業している様子はない。近所の人に
聞いたところ、何年も前から閉まったままとのことであった。
【図 小学生ゲーム・軍人将棋】
三軍将棊
陸軍、海軍、空軍の 軍の駒が入った行軍将棋。盤は横 縦 マスで通路はない。駒は 個
で、司令官 、歩兵 、原子砲 、ジェット機 、戦艦 、空母 、潜水艦 、ミサイル 、
水爆 である。サイコロが入っていて、駒の移動数はサイコロの目によるが、 サイコロを使
わぬ時は駒を裏返しにして審判を置き二人で遊びます とあり、行軍将棋のように伏せて行う
遊び方に加え、サイコロを使うときは駒を表にして遊べるという、行新機軸を狙ったものと考
えられる。左から右への表記になっていることや水爆があることから明らかに第二次大戦後の
ものである。
陸海空三軍将棊
これも陸軍、海軍、空軍の 軍の駒が入った行軍将棋。盤は横 縦 マスで通路は 型
が 本である。駒は 個で、司令官 、歩兵 、原子砲 、タンク 、スパイ 、ジェット機
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【図 大海戦 】 【図 駒乕号本店 】
【図 三軍将棊】
、偵察機 、戦艦 、駆逐艦 、潜水艦 、輸送船 、ミサイル 、水爆 である。前記の
三軍将棊と同様、王将という商標が付いている。一般的な行軍将棋にもある駒は、同じ字体や
デザインであり、そちらの駒を使いまわしたものである。 三軍将棋 と共に目新しさを狙っ
たものと考えられる。後述するギブソン サンズ社の トライ・タクティクス と同じ陸海空
の三軍が揃った形式であるが、こちらは陸海空それぞれの中での順位はなく、 トライ・タク
ティクス を参考にはしてはいないと考えられる。
戦術競棋
盤の大きさは で縦 マス 横 マスで計 マスという巨大なものである。地形
として山や川や道路などが書いてある。駒は陶製で数は一人 個。内訳は司令官 、歩兵聯隊
、歩兵大隊 、歩兵中隊 、騎兵中隊 、騎兵小隊 、砲兵大隊 、砲兵中隊 、高射砲
、工兵中隊 、爆撃機 、密偵機 である。説明書には駒の移動力が書いてあり、一回には
その数だけ動くことができる。道路上では道路の外より マス多く動けるなどの工夫がされて
いる。
行軍将棋というよりシミュレーション・ウォーゲームに近いといえる。盤の裏面と駒を入れ
る箱には 三星社製 発賣元 大日本雄辯會講談社 と書かれている。後者は現在大手出版
社である講談社の以前の名称である。大日本雄辯會講談社の名称は大正十四（ ）年から昭
和三十三（ ）年まで使用されていたので、このセットは大正十四年以降に販売されたもの
ということになる。念のため講談社に問い合わせてみたが、書籍以外の古い資料については全
く残っておらずわからないとのことであった。
平成二十七（ ）年に三重県多気郡多気町の郷土資料館で 少国民と呼ばれた時代 と題
【図 陸海空三軍将棊】
して戦時中の子供用品を集めた展示会が開かれたが、その際展示された軍人将棋数点の中に戦
術競棋の駒があった。箱は木製の粗末なものでありメーカー名はなかった。駒はまったく同じ
であり大日本雄辯会講談社から発売される以前のものではなかったかと考えられる。
サイコチェス
玩具メーカーのアノアが発売したボードゲーム。本将棋をすべて同じデザインの駒にし、相
手から見えないようにしてプレイするゲーム。駒の移動法はすべて同じにし、移動しても駒が
何かわからないようになっている。本将棋に行軍将棋の味付けをしたゲームといえる。アノア
はすでに営業を停止しており、詳細は不明だが 年代の発売と思われる。
筆者が調査しただけでも、 種類を超える行軍将棋が発見されている。しかし、筆者が訪問
した日本各地の玩具の博物館・資料館、あるいは玩具展などでは、それ以外の行軍将棋が見つ
かっている。さらにインターネットで検索するとそれ以外のものも見られ、いったいいくつの
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【図 戦術競棋】
【図 多気町郷土資料館展示の戦術競棋（個人蔵）】
バリエーションがあるのか計り知れない。大小のさまざまな会社が野放図に製造販売していた
実態がうかがわれるが、それだけよく知られ需要があったゲームということができるだろう。
．行軍将棋の電子化
第二次大戦後、ゲームの種類が増えると子どもの興味は動きのある野球盤などに移り、さら
に行軍将棋は審判が必要なこともあって遊ばれなくなっていった。現在でもわずかに販売され
ているが、購入者は子供の頃に遊んだ世代だけであろうと思われる。デジタルゲームの世界に
は行軍将棋がいくつか登場している。しかしこれも昔からあるゲームを利用した安易なソフト
ウェア作成であってヒットしたものや定番化したものはない。
【図 サイコ・チェス】
【図 八日市市大凧会館の 戦争中のおもちゃ
展 で展示されていた行軍将棋】
【図 七尾市の和倉温泉昭和とおもちゃ館で展
示されていた行軍将棋】
第 章 日本の行軍将棋情報
．明治時代の行軍将棋の情報
おもちゃ美術館 遊戯具 掲載写真
古美術商の多田敏捷（昭和十六（ ）年 ）氏のコレクションを編纂した写真集 おも
ちゃ博物館 全 巻 は平成五（ ）年に京都書院から刊行された。その第 巻 遊戯具
には 頁に 点、 頁に 点、計 点の行軍将棋の写真が掲載されている。 頁の一番上が第
章で取り上げた、盤に明治二十八年という表記があるものである。多田敏捷氏のコレクショ
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【図 軍人将棋・機動戦士ガンダム（プ
レイステーション用）】
【図 帰って来た！軍人将棋（ファミコン用）】
【図 おもちゃ博物館 巻 遊戯具 頁と 頁】
ンは現在、大阪府吹田市の国立民族学博物館に収蔵されているということで問い合わせてみた
ところ、 確かに多田コレクションは当館に寄贈された。しかし収蔵品を調査してみたとこ
ろ、 頁上段のもの一点は確認できなかった。 とのことであった。
明治 （ ）年の子供の日記
筆者の発見した最も古い行軍将棋の記録は明治時代の子供の日記である。国文学者で国際基
督教大学名誉教授・国文学研究資料館名誉教授であった福田秀一氏（昭和七（ ）年 平成
十八（ ）年）は明治期の日記を多数収集していた。現在は明治学院大学に保管されている
が、その収蔵品の一冊に行軍将棋の記述があった。日記を書いたのは荒川實という少年で、表
紙には南桑田郡高等小学校第一年生とある。裏表紙に明治十八年九月の生まれと記載してある
ので、明治二十八（ ）年では十歳である。日記は明治二十八年四月六日から明治二十九年
十一月二十三日まで毎日つけられており、行軍将棋は次の か所に登場する。
明治二十八年十月七日 ワラヂヲ買ヒニ行キ帰テ内藤半月堂ヘ行軍将棋ヲ買ヒニ行キ
帰リテ父ト共ニコノ遊ビヲナセリ
明治二十八年十月九日 父ト共ニ行軍将棋ヲシテ遊ベリ
明治二十八年十月十日 朋友ト行軍将棋ヲシテ遊ビヌ
明治二十八年十月十四日 夜ニ至リテ行軍将棋ヲサシタリ
裏表紙には住所が記入されており亀岡町字古世とある。南桑田郡亀岡町は現在の京都府亀岡市
で、裏表紙裏には 亀岡町西町 内藤半月堂 とあり、他の日付の内容からこの内藤半月堂は
日記帳など文房具を扱い、行軍将棋も販売していたことがわかる。調べてみると、現在も亀岡
市西町で内藤印刷株式会社として営業していることがわかった。同社のホームページには、
【図 荒川實少年の日記（明治二十八（ ）年十月四日 七日）（明治学院大学蔵）】
年（明治 年）屋号を 半月堂 と称し初代内藤半七が創業。木綿商より出版業に
転じ、明治 年国定教科書が制定されるまで京都府下、丹波地方の教科書を制作。 ）
とあり、荒川實少年の日記の信憑性が確認された。
幸田露伴の師団将棋
作家の幸田露伴（慶応三（ ）年 昭和二十二（ ）年）は将棋の愛好家としても知ら
れ、将棋に関する文献もいくつか残している。読売新聞の明治三十三年五月十八日から二十日
まで 露伴子西洋将棋の話 という幸田露伴のインタビュー記事が載っており、ここに師団将
棋というものが登場する。
小野（五平）さんが将棋道に通じていることは今申す通りだが茲に一ツ小野さんもさう
旨くは行くまいと思はれる将棋があります。
夫は師団将棋と云ふのでいづれ陸軍の人が工風したものだらうが盤は地図で駒は師団、
旅団、聯隊、大隊、中隊、小隊、突騎兵、地雷火なんて云ふので同じ大さの無地の駒の
後方にその印が記て有つて差手には互に分らぬ様に為つてゐる、乃で審判官が横に一人居
て三人ゐなくてはさせぬ様に為つてるが、其仕方は道路にも等級があつて師団の様な大き
な軍隊の通れぬ所もあると云ふ趣向、駒は衝突すれば勢力の強い方に取られ、同勢力なれ
ば双方共に滅却する、又地雷火は発しると自分も滅びるが旅団でも師団でもメチャ に
して仕舞ふと云ふ怖ろしい奴、だが誤つて小隊や突騎兵のような小さいものゝ為めに発し
て仕舞ふと後の勢力と減殺するから身方は素敵に弱くなる、乃で勝敗は先に本城を占領し
たものゝ勝と決するので至極面白いが此策戦は他の将棋の脳髄で格段に旨く行く譯でない
らしい、ナニ軍人だつてもさう旨くいかない……私なんぞも度々将校を負かしてやつた事
があるのですものを、所で将棋に就てをかしい話がある──と云ふのは死んだ森田思軒が
この将棋を覚えて中々強くなり、私が谷中にゐる時分思軒と斎藤緑雨
りょくう
がやつて来て三人で
さし始めると各々に面白いので夜の更けるのを知らない、時計が三時を打つたので始めて
気がついてやめる（以下略）
これは間違いなく行軍将棋を説明しているが、特に駒の名称や道路などから前章で記した
戦術競棋 に良く似ている。露伴が 戦術競棋 を 師団将棋 と呼んだか、 師団将棋
と同様のものが 戦術競棋 という名称で販売されたのではないかと考えられる。森田思軒
（文久元（ ）年 明治三十（ ）年）は明治三十年に死去しているため、明治三十年以
前に存在し市販されていたのは間違いない。木製駒の行軍将棋が発展して戦術競棋になったの
ではなく、戦術競棋の簡略版が子供向けのゲームである行軍将棋となったと考えるのが自然で
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あろう。
なお、幸田露伴は雑誌 太陽 明治三十四（ ）年の第 巻第 号に 将棋雑話 、第
巻第 号に 続将棋雑話 という文章を書いている。 続将棋雑話 にも、
将棋の種類
大将棋、大将棋、大将棋、大将棋、大将棋、はいづれも皆二人にて勝負を決むる遊びな
り。明治の御代に当りて陸軍の士の案じ出せし師団将棋といふは、二人は相戦ひ、一人は
之を判ずるなれば、三人ならでは玩ぶ能はず。清朝になりて鄭破水といふものの案じ出せ
し三友棋は三人して相戦ふ棋なり。 ）
と師団将棋について書いている。
実験遊戯全書
同書は様々なスポーツやゲームを記載した本である。ゲームについては昔からあるものと、
その変形版が書かれている。変形版については筆者が考案したものか、他の者が考案したもの
かは不明である。ゲームの中に 新十六むさし遊び というものが載っている。
新十六むさし遊び
之レハ以上ヨリ有来リシ処ノモノトハ少シ其ノ方法ヲ異ニシテ札モ多数ナリ先ツ図面
ヨリ順次ニ説明スヘシ。図面ハ次頁ニ示スモノゝ如シ
札ハ十八ツゝ二組造ル其ノ十八札左ノ如シ
（大将）一枚 此ノ札ハ最強者ナリ
（聯隊）二枚 此ノ札ハ大将ニ次ク
（大隊）四枚 此ノ札ハ聯隊ニ次ク但シ二枚重ヌレバ上者ト同ジ
【図 新十六むさし遊び の図（ 実験遊戯全書 頁）】
（中隊）五枚 此ノ札ハ大隊ニ次ク但シ三枚重子レバ大隊ト同ジ
（小隊）四枚 此ノ札ハ前者ニ次ク但シ三枚合スレバ前者ト同ジ
二枚 之レハ大将ニ勝チウルノミ
右ノ如キ札ヲ造リ裏ヲ前ニシテ両軍相対陣ヲ成ス。然シテ一人判定者トナリテ両軍相突衝
スル時ハ之ノ札ヲ見テ強者ヲ置キ弱者ヲ去ル又同シナル時ハ両者共ニ之ヲ去ル（以下略） ）
盤は一般的なものと異なり斜線が引かれているが、斜線に沿っても動けるということは、駒
はマス目の中でなく交点上を動くと考えられる。ゲームの方法は行軍将棋そのままであり、駒
も前章の大日本出版会講談社のものと類似している。冒頭に 以上ヨリ有来リシ処ノモノトハ
少シ其ノ方法ヲ異ニシテ とあるように、従来のものと若干異なるということで幸田露伴のい
う師団将棋や行軍将棋のことを言っていると考えられる。駒の紹介の中で最後の二枚のものの
名称が抜けているが、大将にのみ勝てるとしているところから間者やスパイを意図していると
考えられる。盤に斜めの線を入れているところや駒を重ねると強くなるところが新工夫という
ことであろう。ゲームの目的は大将を殺すこととなっている。これは調査した市販の行軍将棋
にはないルールであるが、普通の将棋に近づけたものと思われる。大将に勝つのは名称が抜け
ている最後の駒のみであり、その駒がなくなれば絶対に勝てないこととなるが、それについて
の言及はない。
風俗画報 号
風俗画報 は明治二十二（ ）年に創刊された雑誌で様々な社会風俗が記載されてい
る。明治三十八（ ）年一月の 号に次のような記事がある。
軍国の玩具
戦争将棋と名づくるは、打ち手二人と検査役一人都合三人にて、恰も十六むさしの如
く、互ひに札にて打合ひ、上は大将より下は兵卒に至るまで、夫々擬しあり、尚ほ地雷火
の札などありて大将たりとも之に罹れば負と定まり、検査役は一々之を検分して勝敗を決
する規定なれば、随分面白き慰みなり。又海軍なれば機械水雷、魚形水雷等あり、其他占
領むさし等売口好し。 ）
札とあるところから軍人合わせのようにも思えるが、検査役がいるところや、 十六むさし
の如く とあるところからボードゲームとしての行軍将棋を表していると考えられる。後段に
海軍なれば機械水雷、魚形水雷等あり とあって、海軍版があったことが書かれている。実
際に海軍版の行軍将棋が存在しており、この文章は盤上遊戯の行軍将棋を指していると考えら
れる。
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世界遊戯法大全
世界中の遊びを約 点網羅した本である。 その中に いくさ将棋 というものがある。
二九四、いくさ将棊 これは日清戦争の頃にできたものかと思ふが、仕組みが仲々面
白い所から、今は全国に普及しているので、今茲に説く必要が無いが、あれを当たり前
の将棊のように、駒を表向けて平に置き、双方思ひ に配置して戦うと、審判者もい
らないし、且又闇死が無いので、興味は却て多い。諸君実地に試み給へ。 ）
図などは付けられていないが、文章からは、駒を相手に見えないようにしてプレイし審判が
いるのが普通の遊び方だということがわかり、行軍将棋のことと考えて良いだろう。 全国に
普及し とあることから、この時期にはかなり広まっていたことがわかる。
朝日新聞（明治四十三（ ）年一月十四日）
三皇孫殿下御遊戯 という記事が掲載されている。天皇の三人の孫が遊びをしているとい
う記述だが、野外教練、剣術の御試合、柔術と相撲に並んで行軍将棋という項目がある。
行軍将棋 何時の頃からか行軍将棋を覚えさせられ直に御上達ありて大将以下大駒の
配置、地雷、工兵の位置より一般策戦計画及び其の進退に至るまで整然たり堂々たる御手
際には御傍の審判者をして唯々驚嘆せしむるばかりなり尚曩に普通将棋を 弄 び玉ふやう
伝えたるものあれども之を誤りたるものにてさる勝負事などは決して行はせられず
三皇孫とは昭和天皇（当時 歳）、秩父宮雍仁親王（当時 歳）、高松宮宣仁親王（当時
歳）である。行軍将棋はするが普通の将棋のような勝負事はしない、という表現が興味深い。
明治時代には、昭和のような駄菓子屋玩具という認識はなく、確固としたゲームとして扱われ
ていたと考えられる。
【図 大海戦（海軍版の行軍将棋）（大阪商業大学アミューズメント産業研究所蔵）】
集会余興 大笑遊戯種本
様々なレクリエーションやゲームが集められた書籍である。行軍将棊（戦争将棊）という題
で、次のような文で始まっている。
これは一名戦争将棋と申しまして皆サンすでにご承知のことで日清戦争以後売り出され
た将棋で東京の髪野松久堂で製造したので、全国至るところで持てはやされ殊に昨年から本
年にかけては、津々浦々の子供がたにまで、流行されて居る尚武的の玩具で御座います。 ）
以下、 頁にわたってルールが詳細に書かれている。また盤の図も示されているが、マス目
の数は横 マス、縦 マスの で、本部の 本営 や通路の 交戦口 という表記も駒数 個
のものと同じである。少なくとも大正初期まではこの形式が一般的だったと考えられる。
東京玩具商報 昭和十二（ ）年十二月一日号
雑誌 東京玩具商報 の昭和十二（ ）年十二月一日号には 行軍将棋は正直です とい
う題で西口商店の当主である西口栄助氏のインタビュー記事が載っている。その冒頭には、
発売の始まりと云へば彼れ是れ四十年の昔、奈良で展覧会のあつた時、私は 行軍将
棋 を携へて出掛けたが、（後略） ）
とある。従って明治三十（ ）年頃にはすでに存在していたと考えられ、 おもちゃ博物館
巻 遊戯具 の明治二十八（ ）年の年号は間違いではないことがわかる。また、西口栄助
氏が考案したのであればその点について触れないはずはないであろう。話は製品の販売から始
まっており、西口氏は考案者でないと考えられる。
以上の資料により、行軍将棋は明治二十八（ ）年には存在し、販売されていたことがわ
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【図 集会余興 大笑遊戯種本 、 頁】
かる。そして皇室から庶民まで幅広く愛好されていたといえる。
．行軍将棋を題材にした文学
金子みすゞの詩 行軍将棊
詩人の金子みすゞ（明治三十六（ ）年 昭和五（ ）年）の詩に 行軍将棊 という
ものがある。書かれた詳しい年月は不明である。
行軍将棊
行軍将棊の騎兵さん、
敵のとりこになりました。
とりこになつた騎兵さん、
お掌
てゝ
の陣をぬけようと、
あまりあせつて落つこちた。
わあい、わあい、大へんぢや、
たすけておくれよ、焼け死ぬる。
たまげて小蝿がのぞいたら、
火のない火鉢のまん中で
騎兵いとしや、灰だらけ。 ）
【図 東京玩具商報 にほぼ毎号掲載されている西口商店の行軍将棋の広告】
金子みすゞが詩を創作していたのは 歳（大正十二（ ）年）から 歳（昭和三（ ）
年）までの期間であり、この時期の行軍将棋には騎兵の駒が含まれていたことがわかる。
少年 芥川龍之介
大正十三 （ ）年に中央公論 月号と 月号に発表された芥川龍之介（明治二十五
（ ）年 昭和二（ ）年）の短編小説である。中に軍人合わせで遊ぶ描写がある。少し
長いがその部分を引用する。
鑢屋の子の川島は悠々と検閲を終った後、目くら縞の懐ろからナイフだのパチンコだの
ゴム鞠だのと一しょに一束の画札を取り出した。これは駄菓子屋に売っている行軍将棋の
画札である。川島は彼等に一枚ずつその画札を渡しながら、四人の部下を任命（？）し
た。ここにその任命を公表すれば、桶屋の子の平松は陸軍少将、巡査の子の田宮は陸軍大
尉、小間物屋の子の小栗はただの工兵、堀川保吉は地雷火である。地雷火は悪い役ではな
い。ただ工兵にさえ出合わなければ、大将をも俘に出来る役である。保吉は勿論得意
だった。が、円まろと肥った小栗は任命の終るか終らないのに、工兵になる不平を訴え出
した。
工兵じゃつまらないなあ。よう、川島さん。あたいも地雷火にしておくれよ、よ
う。
お前はいつだって俘になるじゃないか？
川島は真顔にたしなめた。けれども小栗はまっ赤になりながら、少しも怯まずに云い返
した。
嘘をついていらあ。この前に大将を俘にしたのだってあたいじゃないか？
そうか？ じゃこの次には大尉にしてやる。
川島はにやりと笑ったと思うと、たちまち小栗を懐柔した。保吉は未にこの少年の悪智
慧の鋭さに驚いている。川島は小学校も終らないうちに、熱病のために死んでしまった。
が、万一死なずにいた上、幸いにも教育を受けなかったとすれば、少くとも今は年少気鋭
の市会議員か何かになっていたはずである。……
開戦！
この時こう云う声を挙げたのは表門の前に陣取った、やはり四五人の敵軍である。敵軍
はきょうも弁護士の子の松本を大将にしているらしい。紺飛白の胸に赤シャツを出した、
髪の毛を分けた松本は開戦の合図をする為か、高だかと学校帽をふりまわしている。
開戦！
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画札を握った保吉は川島の号令のかかると共に、誰よりも先へ吶喊
とっかん
した。同時に又静か
に群がっていた鳩は 夥 しい羽音を立てながら、大まわりに中ぞらへ舞い上った。それか
ら──それからは未曾有の激戦である。硝煙は見る見る山をなし、敵の砲弾は雨のように
彼等のまわりへ爆発した。しかし味かたは勇敢にじりじり敵陣へ肉薄した。もっとも敵の
地雷火は凄まじい火柱をあげるが早いか、味かたの少将を粉微塵にした。が、敵軍も大佐
を失い、その次には又保吉の恐れる唯一の工兵を失ってしまった。これを見た味かたは今
までよりも一層猛烈に攻撃をつづけた。──と云うのは勿論事実ではない。唯保吉の空想
に映じた回向院の激戦の光景である。（中略）
硝煙は見る見る山をなし、敵の砲弾は雨のように彼等のまわりへ爆発した。保吉はその
中を一文字に敵の大将へ飛びかかった。敵の大将は身を躱すと、一散に陣地へ逃げこもう
とした。保吉はそれへ追いすがった。と思うと石に躓いたのか、仰向けにそこへ転んで
しまった。 ）
ここに書いてある行軍将棋の札というのは 軍人合わせ という遊戯具である。細長い紙製
の札に軍人将棋の駒の名前が書いてあるものである。 人がこのセットを持ち、相手に見えな
いように 枚を出し、同時に札を見せ合って勝負をするもので、勝敗は行軍将棋の勝敗に準じ
ることで遊ばれたようである。この 少年 では、 人用のゲームではなく、屋外での戦争
ごっこに使われている。 つのチームの各人に 枚の札を持たせて敵陣目指して進み、敵側と
出会ったら札を見せ合い、負けた方は捕虜になるという遊び方をしたようである。 保吉はそ
の中を一文字に敵の大将へ飛びかかった。敵の大将は身を躱すと、一散に陣地へ逃げこもうと
した。 とあるところから、 少年 の中では相手に触れたら札を見せ合うというルールで行わ
【図 軍人合わせ】
れたのだろう。敵側の大将役の少年は、飛びかかってきた保吉の持っている札が自分より強い
と感じ、慌てて逃げたのだろう。
読売新聞のコラム
昭和十五年一月五日の読売新聞には お姉さん という題の小文が載っている。
お姉さん
お姉さんは軍人からお嫁に来て貰い度いといふ夢を見たんですとさ赤い顔をしてなか
話さないのよ。一番最初は少尉さんなんですとさ。ところが次に中尉、次が大尉、順々
に偉い人が遊びに来てたうとう大将が来たんですつて。その大将が馬鹿に若いのでをかし
いなあと思つていたんですつて。子供のやうな大将なんて困るわね。レビューの大将見た
いなんですつてさ。そしたらこの大将よりもつと偉いといふ人が出て来たんですとさ 間
者 なんですつて。お姉ちゃんは行軍将棋の夢をみてたのよ。
行軍将棋が子供のものであることと、間者が大将に勝つということがオチになっているが、
こういうことが一般的に知られていたからこそ成り立つコラムといえるだろう。
武野藤介の 行軍将棋
作家の武野藤介（明治二十二（ ）年 昭和四十一（ ）年）が昭和十五年に発表した
短編小説に 行軍将棋 というものがあり、昭和十六年に刊行された短編小説集の題名にも
なっている。内容的には行軍将棋が小道具として登場するだけで話の進行とは関係の無いもの
である。
長谷川幸延の 行軍将棊
作家の長谷川幸延（明治三十七（ ）年 昭和五十二（ ）年）の 行軍将棊 という
短編小説が 陸軍畫報 昭和十七年十二月号に掲載されている。少年時代、貧しくて行軍将棋
を買ってもらえなかった教師が、慰問用に行軍将棋を作ろうと生徒たちに呼びかける話だが、
文中に行軍将棋に関する事柄が多数書かれている。
とにかく、大正年間には、少年の間に相当もてはやされ、（中略）大した人気をあつめ
た、その行軍将棊である。 ）
源平合戦ならば紅白に分れべきところを、行軍将棊では、赤と黄で勝敗を爭つた ）
太郎の（ボール紙で作った）行軍将棋は、黒、白の戦ひである。他の行軍将棋の赤、黄
の戦ひのやうに、駒が立たない。 ）
古い行軍将棋は駒を立てて遊んでいたことがわかる。説明書に立てるとあるだけで、実際には
伏せて遊ばれていたことの方が多いと考えられたが、立てて遊んでいた人間がいたことがわかる。
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．行軍将棋に対する意見や情報
行軍将棋を追放せよ （昭和三十（ ）年）
昭和三十（ ）年六月十九日の毎日新聞の投書欄には 行軍将棋 を追放せよ という
意見が載っている。戦後の子供たちは戦争を知らないのに、このような好戦的な玩具を与える
な、という趣旨である。戦争を題材としたゲームであるから、このような意見が出るのは当然
であろう。ただ当時としては少数意見で全く問題視されなかったと考えられる。
読売新聞 話の港（昭和三十（ ）年）
一方で昭和三十（ ）年十一月三日の読売新聞の 話の港 欄には、次のような話が載っ
ている。
最近子供用 軍人将棋 の売れ行きがめざましく、将棋コマの特産地、山形県東村山郡
天童町の業者たちはホクホク。むかしは一組二十五個だったコマ数を二十個とし 地雷
を 原爆 軍旗 を 元帥 などと近代的に変えたところこれがすごい人気を呼び、戦
前の年間約五十万組を軽く突破する売れ行きを示したもの。
原爆 や 元帥 の駒が入っているものが昭和三十年前後のものであることがわかる。た
だ駒の数が 個というものは見つかっておらず、この数は記者の聞き間違いか勘違いであろう
と考えられる。
アサヒグラフ （昭和三十（ ）年）
アサヒグラフ の昭和三十（ ）年 月 日号には、 原爆戦はじまる という見出し
で新しい行軍将棋を紹介している。それには 原爆 という駒が入っており、また文章には、
【図 原爆戦はじまる アサヒグラフ 年 月 日号】
かつての立役者 地雷 軍旗 工兵 などに代わって や 代将 が顔をだしは
ては スパイ や 原爆 まで登場した。
とあり、 、代将、原爆などが含まれている行軍将棋がこの頃登場したことがわかる。また、
産地は将棋駒で名高い山形県天童とある
とあり、前の新聞記事と共に、行軍将棋の駒を山形県天童の将棋駒製造業者が作っていたとい
うことが確認できた。
まぬけの効用 （昭和三十一（ ）年）
ドイツ文学者で評論家・随筆家の高橋義孝（大正二（ ）年 平成七（ ）年）の随筆
集 まぬけの効用 （文芸春秋新社、昭和三十一（ ）年）には 行軍将棋と水爆 と題し
た章があり、
小学校へ行つている男の子と女の子とが、大尉だ、中佐だといつてわいわい騒いでいる
ので、覗いてみたら、昔なつかしい行軍將棋をたたかわしているのであつた。（中略）よ
く見ると昔とはちがつた駒がある。これは新たに加えられたものだろう。つまり ヒコー
キ と 高射砲 と スパイ とがそれだ。 ）
とある。この後、
ふと私は、駒の中に 原爆 とか 水爆 とかいうのはないのかと思つて、探してみた
がそういうのは見つからなかつた。 ）
と書かれている。
前の記事などから昭和三十年前後に原爆の駒が取り入れられたことと合わないが、このとき
高橋が見た行軍将棋は少し古いものであったと考えられる。この文章が書かれたのは世界初の
水爆実験が行われた昭和二十七（ ）年以降であるのは間違いないだろう。 高射砲 とい
う駒が含まれているのは駒数 個のもののみであるが、このタイプのものは昭和二十年代のも
のであったと考えられる。
すまいとおもちゃ （昭和五十（ ）年）
玩具研究家の斎藤良輔（明治四十四（ ）年 平成八（ ）年）は著作 すまいとおも
ちゃ （住宅新報社、昭和五十年）で、
（室内ゲームものには）以上のような将棋あそびのほかに子ども専用のものも見られ
る。日露戦争当時の明治三十七年（一九 四）に新しく出回ってきた 軍人将棋 がそれ
である。戦争将棋、行軍将棋とも呼ばれ、日露開戦が生んださまざまな戦争あそびの一つ
である。 ）
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と書いている。しかし、すでに記したように、日露戦争前に行軍将棋が存在していたことは間
違いない。すでに行軍将棋の発祥はわからなくなっているのである。その後、
第二次世界大戦後は一時姿を消したが、昭和二 年代後半から再び登場、コマの内容に
もタンク、飛行機などが加わった。さらに同四 年代に入ると、ミサイル行軍ゲームと
いったプラスチック製のものも現われた。このミサイル将棋は、元師・大将・中将・（中
略）二三枚ずつの二組となっている。 ）
とあるが、こちらは近い時代の事柄であるので間違いないであろう。実際のミサイル行軍と同
じ駒の構成である。ただ、この時代のミサイル行軍の駒は木製であり、プラスチック製という
のは外箱のことだと思われる。
ボードゲーム （昭和五十一（ ）年）
著述家の松田道弘の著書で、日本でラタックについて記した初めてのものであると思われ
る。第 章でも紹介したように、日本の行軍将棋についても少し触れている。
ザ・駄菓子屋辞典 まぼろし商店街 （平成二十（ ）年）
自称日曜研究家の串間務の著書で、昭和の時代の駄菓子屋で売られていた商品について紹介
した本。行軍将棋については梅林勲も引用しているが、駒製造業の中島清吉商店の先代の主人
の夫人にインタビューした話が主で、夫人は西口商店の西口栄助氏が考案したと思われると
語っている。串間は、
中国生まれの将棋は、もともと軍事に関係が深い。西口氏は多分、 金将 銀将 など
を見て、 大将 中将 がひらめき、もっとリアルに軍隊化して児童の遊戯ゲームとした
のではなかろうか？ ）
と推測しているが、西口栄助氏が考案したのでないことは幸田露伴の文や 東京玩具商報 の
西口栄助氏のインタビュー記事から明らかである。
奈良新聞の記事
平成十七（ ）年十二年十三日の奈良新聞に 明治時代の小学校跡から行軍将棋駒発見
という記事が載っている。記事の内容を要約すると、奈良県奈良市高畑町の旧大乗院庭園で明
治時代の小学校の跡地から軍人将棋の駒など多数の遊戯具が出土した、大乗院は明治三十三
（ ）年まで飛鳥小学校として利用されており、発見された軍人将棋は市販のものではなく
将棋の駒を転用したもので 中将 少将 大佐 などという文字が残っていた、ということ
である。現物ではないものの、遅くとも明治三十三年以前には行軍将棋が存在していた証拠と
いえるだろう。
その他にも主に昔の遊び道具やこどもの生活関連の書籍などに行軍将棋について触れた本が
ある。ほとんどすべて古い時代を振り返る内容の中に子どもの遊びとして登場するが、その発
祥や由来などに触れたものは見当たらなかった。
第 章 海外の行軍将棋様ゲーム
第 章で定義した行軍将棋のようなゲームは海外にも存在する。すべてが現在も販売されて
いるわけではないが発売年の古い順に紹介する。
．ラタック（ ）
フランスのエルマンス・エダン（ ）が考案したゲーム。フランス語で 攻
撃 の意味である。盤は一方の陣が横 マス 縦 マスの計 マス。両陣の間に長さ マス、
幅 マス分の通行不可地帯が か所ある。駒は一人 個。英語版の内訳は下記の通りである。
駒は台座に紙製の板を立てたもので、一方からは絵が見えるが、反対側からはわからないよ
うになっている。旗と地雷以外の駒は上下左右に一歩動くことができ、相手の上下左右に隣接
するマスに入った時に攻撃することができる。攻撃すると宣言した時は駒を見せ合って弱いほ
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名称 和名 数
司令官
准将
大佐
少佐
大尉
中尉
軍曹
工兵
斥候
旗
地雷
スパイ
計
うを除去する。相手の旗を取れば勝ちとなる。スパイと斥候は地雷に勝つ。斥候は縦横に複数
マス進める。斥候に限り攻撃を仕掛けたときは相手の方が強い場合でも除去されない。これは
戦闘を仕掛けたということではなく、相手の正体を見極める行動を取ったということであろ
う。
．アウフ・ツム・シュトゥルム（ ）
ドイツのハウザー（ ）社が 年に発売したボードゲーム。ラタックと同様のゲー
ムと考えられる。
【図 ラタック（ ）】
【図 アウフ・ツム・シュトゥルム（ ）】
．ル・ショク（ ）
アメリカのミルトン・ブラッドリー（ ）社が 年に発売したボードゲー
ム。フランス語で 衝撃 打撃 の意味である。ラタックと同様のゲームで、盤は マス
マス。駒はアルファベットが書かれた直方体で一人 個を持つ。
駒を相手に見えないようにして配置し、交互に動かす。戦闘の時には名称を言い勝敗を判定
する。記号の から にかけて強くなっていき、基本的に上位のものが勝つ。毒ガスは攻撃さ
れたらすべての駒に取られ、攻撃すればすべてに勝つ。盤の中央のマス目に、絶対に取られな
い駒が入れば勝ちとなる。
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記号 名称 和名 数
斥候隊
歩兵中隊
騎兵隊
歩兵大隊
機関銃隊
毒ガス攻撃
大隊
軍隊
計
【図 ル・ショク（ ）】
．ドーヴァー・パトロール（ ）
ギブソン・アンド・サンズ社が 年に発売した 人用のボードゲーム。ラタックの
海軍版といえるものである。盤は横 マス 縦 マス。盤上に通路などはないが、本拠地の港
と防波堤が描かれている。駒は一人 個で内訳は以下の通りである。
駒の裏面を相手に向けて進める点、攻撃するときに実態を明かす点、艦艇駒には順位があっ
て上のものが下に勝つ点などはラタックと同じである。
名称 和名 数量 点数
・ （艦艇）
旗艦
副旗艦
戦艦隊
戦艦
巡洋戦艦
軽巡洋艦
駆逐艦
補助巡洋艦
魚雷艇
哨戒艇
・ （補助）
機雷敷設艇
掃海艇
潜水艦
飛行艇
機雷
計
．エイヴィエイション（ ）
ギブソン社が 年代に発売した 人用のボードゲーム。ラタックの空軍版といえる
ものである。盤は横 マス 縦 マスでドーヴァー・パトロールと全く同じである。
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【図 ドーヴァー・パトロール（ ）】
名称 和名 数量 点数
・ （航空機）
人乗り戦闘機大隊
人乗り戦闘機大隊
爆撃機部隊
人乗り戦闘機隊
人乗り戦闘機隊
飛行船
輸送機
人乗り戦闘機
人乗り戦闘機
．トライ・タクティクス（ ）
ギブソン社が 年に発売した 人用のボードゲーム。陸海空総合版といえるもので
ある。盤の地形は、陸地と海があり、陸地には湖があって、湖から海までは川が描かれてい
る。海軍の駒は湖・川・海を進むことができ、隣接する陸地にいる軍隊と戦闘が行われる。
爆撃機
偵察機
・ （補助）
照明燈
観測風船
対空砲（ マイル射程）
対空砲（ マイル射程）
対空砲（ マイル射程）
計
【図 エイヴィエイション（ ）】
名称 和名 強さ 数量
（陸軍）
大隊
旅団
師団
軍団
軍
．フリンツ・フィスト（ ）
イギリスのトーマス・デ・ラ・ルー（ ）社が 年代に発売したボード
ゲーム。イギリスの作家スティーブンソン（ ）の小説 宝
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（砲兵隊）
（略称 ） 対空砲
（ ） 野砲
（ ） 重砲
（海軍）
駆逐艦
巡洋艦
戦艦
空母
（ ） 潜水艦
（ ） 飛行船
（空軍）
偵察機
爆撃機
人乗り戦闘機
（補助）
（ ） サーチライト
【図 トライ・タクティクス（ ）】
島 をモチーフにしている。 人のプレイヤーは主人公のジム・ホーキンス側（青）と海賊側
（赤）に分かれる。
駒は背を向けて配置し交互に動かす。ぶつかった時に戦闘となり、駒の正体を現す。基本的
に強さの数の大きい方が勝つ。最弱のベン・ガンとフリント船長は敵の最強の駒に勝つ。柵は
動けず、攻撃されたら火薬樽には負けるが、その他には勝つ。先に相手の宝を取れば勝ちとな
る。
名称（青） 和名 名称（赤） 和名 強さ 数
ジム・ホーキンス ロング・ジョン・シルバー
スモレット船長 イスラエル・ハンズ
リブジー医師 ジョージ・メリー
マスケット銃 マスケット銃
火薬樽 火薬樽
短剣 短剣
船員 海賊
ベン・ガン フリント船長
柵 柵
宝 宝
計
【図 フリンツ・フィスト】
．フェルトヘルン・シュピール（ ）
ドイツのヒューゴ・グレーフェ（ ）社が 年に発売したボードゲーム。フェ
ルトヘルンはドイツ語で指揮官や司令官、シュピールはゲームを意味する。双方 個の駒を持
ち、相手に見えないように配置し交互に動かす。基本的に位が上のほうが勝つ。工兵は地雷を
取ることができ、地雷は工兵以外のすべてに勝つ。狙撃手は元帥に勝てるが他のすべてに負け
る。地雷と旗は動けず、旗はすべてに負ける。敵の旗を取れば勝ちとなる。
．ストラテゴ（ ）
年にジャック・ヨハン・モーゲンドルフ（ ）が商標登録した
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名称 和名 数
元帥
将軍
少佐
大尉
中尉
少尉
軍曹
下士官
工兵
狙撃手
地雷
旗
計
【図 フェルトヘルン・シュピール】
ボードゲーム。 年代にオランダのハウスマン ヘッテ社から発売され、 年にはアメリ
カのミルトン・ブラッドリー社が版権を購入して発売し、世界的なヒット商品となった。現在
も販売されている。
盤は一方の陣が横 マス 縦 マスの計 マス。両陣の間には幅 マス、長さ マスの通路
が 本存在する。というより中央に マス マスの通行不能地が描かれている。駒は一人
個。内訳は下記の通りである。
駒は前後左右に一歩進む。攻撃は駒を敵駒の前後左右に隣接するマスに動かした時に選択す
る。攻撃すると選択した時は双方駒を見せ合う。軍人は下の階級に勝つ。スパイは司令官を攻
撃した時のみに勝ち、司令官がスパイを攻撃した時は司令官の勝ちとなる。工兵以外が攻撃し
和名 強さ 数
元帥
将軍
大佐
少佐
大尉
中尉
軍曹
地雷
斥候
爆弾
スパイ
旗
計
【図 ストラテゴ】
た相手が爆弾だったら攻撃した駒を除去する。工兵が爆弾を攻撃した時は爆弾を除去する。斥
候は縦横に複数マス進めるが駒を飛び越えることはできない。斥候が攻撃した時は、相手の駒
を見せるだけで勝ちも負けもしない。旗と爆弾は動けず、旗を取られると負けになる。動ける
駒がなくなっても負けである。
変形版として、 人用や 人用、特殊な駒を加えたもの、 スター・ウォーズ版 ロード・
オブ・ザ・リング版 パイレーツ・オブ・カリビアン版 などといったヒット映画を題材に
したものなどが作られ、電子的に戦闘結果を判定する装置をつけたものやソフトウェア版も販
売されている。国単位の大会や国際大会も開かれている。
．ジュ・ド・ラ・キーユ（ ）
年にアラン ヴィクター エマニュエル・テトゥビドゥ（
）とロベール ルイ・モーム（ ）が特許を取得して販売した 人用
のボードゲーム。フランス語で竜骨のゲームの意。盤は マス目の市松模様。駒は一人
個。内訳は下記の通りである。
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名称 和名 個数
キーユ
地雷
将校
大佐
少佐
大尉
中尉
曹長
軍曹
伍長
一等兵
二等兵
地雷探知機
スパイ
計
駒は相手側に裏面を見せて立てる。初期配置は、市松模様の色のついた部分の手前から 列
目までの か所に自由に配置する。交互に駒を 個縦横に動かし、隣接した時に攻撃できる。
攻撃が行われたら両者は駒の名称を告げ、負けた方が取り除かれる。同じときは両者除去され
る。基本的に階級が上の方が強く、地雷は地雷探知機にのみ負け、スパイは将校にのみ勝つ。
キーユを取られたら負けとなる。キーユの本来の意味は竜骨で、船の底部についている構造物
であるが、軍隊では軍隊生活や兵役をあらわす俗語として用いられる。
．ゲーム・オブ・ザ・ジェネラルズ （ ）
フィリピンで 年に発売されたボードゲーム。別名サルパカン（ ）とも呼ばれ
る。ソフロニオ・ ・パソラ・ジュニア（ ）が 年に発明したと添付
の説明書には書いてある。盤は縦 横 の マス。駒は枠の中に置く。駒は一人 個。内訳
は下記の通りである。
【図 ジュ・ド・ラ・キーユ】
名称 名称（和名） 数
司令官
大将
中将
少将
代将
大佐
初期配置は駒を手前側 列に自由に配置する。移動は、すべての駒が前後左右に一歩進め、
斜めは進めない。旗も移動でき、この点が他の行軍将棋類と異なる。勝敗は審判が判定すると
なっているが、審判がいないときは見せ合うとなっている。強さだが将校や士官（司令官から
軍曹まで 種）は上が勝つ。その下の二等兵はスパイと旗に勝つ。スパイは将校・士官と旗に
勝ち二等兵に負ける。他の同類ゲームではスパイが階級の一番上にのみ勝って他の多くの駒に
負けるのに対し、大多数の駒に勝つことになっているのが大きく異なる点である。むしろスパ
イが司令官の上の階級で、二等兵がスパイと考えた方がわかりやすい。旗は敵の旗を攻撃すれ
ば勝つが、すべての駒に負ける。敵の旗に攻撃されれば負けである。つまり旗同士は攻撃した
方が勝ちになる。旗以外では、同じ階級の時は双方の駒を除去する。決着だが、旗を取れば勝
ちになるほか、自分の旗が敵陣のもっとも奥の列に着き次の相手の手番で取られなければ勝ち
となる。
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中佐
少佐
大尉
中尉
少尉
軍曹
二等兵
スパイ
旗
計
【図 ゲーム・オブ・ザ・ジェネラルズ】
．陸戦棋
中国のボードゲーム。英語名は 。盤は一方が横 縦 の 。駒は線の交点に
置く。両陣の間は 本の線で結ばれている。駒は直方体で、自分の方に名前を向け立てて置
く。駒の数は一人 個で、内訳は下記の通りである。
駒 個は行営と書かれたところ以外の か所に置く。軍旗は か所ある大本営のどちらか
に置く。基本的に駒は線に沿って一区画動く。線路では空いている限りどこまでも行ける
（セットにより か所先までと制限があるものもある）。駒がぶつかったら審判が判定す
る。司令から工兵までは位が上の方が勝ちで、同じ場合は双方を除去する。炸弾・地雷はぶつ
かった駒と両方除去する。地雷は攻撃することはできず、また、工兵は地雷を除去できる。先
に軍旗を取った方が勝ちである。四人用のものや海軍版の海戦棋や陸海空三軍が入ったものも
ある。
名称 意味 枚数
司令 司令官
軍長 軍団長
師長 師団長
旅長 旅団長
団長 連隊長
営長 大隊長
連長 中隊長
排長 小隊長
工兵 工兵
炸弾 爆弾
地雷 地雷
軍旗 軍旗
計
．闘獣棋
中国のボードゲーム。英語圏では または と呼ばれる。盤は一方
の陣が縦 横 の マス。駒は枠の中に置く。両陣の間には幅 マス、長さ マスの川が
つある。
駒は一人 個。動物の名前や絵が描かれており、すべて 個ずつである。内訳は強い順に
象、獅子、虎、豹、狼、犬、猫、鼠。初期配置が決まっており、すべての駒は指定の個所に表
を上にして置く。交互に手番を行い、自分の番には一つの駒を動かす。基本的には縦横に一歩
だけ動ける。駒には順位があり、象が一番強く、鼠が一番弱い。相手の駒と同じ位置に入ると
戦闘となるが、基本的に強いほうが勝つ。ただし鼠は象に勝つ。鼠のみ川に入ることができ
る。川の外の駒は川の中の鼠を取れない。川の中の鼠は川の外の象を取れない。川の中の鼠は
川の中の鼠を取れる。虎と豹は川を横方向に跳んで渡ることができる。ただし間に鼠がいる時
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【図 陸戦棋】
は跳べない。最下段中央のマス目を獣穴と呼び、敵陣の獣穴に駒が入れば勝ちとなる。獣穴に
隣接した三方のマスは罠で、ここにいる駒は本来の強弱に関係なく敵の駒に取られてしまう。
前述のラタックやストラテゴを紹介するサイトでは、そのルーツはこの闘獣棋だとしている
ものが少なくない。しかしながら、それは日本の行軍将棋を知らない者による誤解であるとい
えよう。闘獣棋とラタック・ストラテゴ・行軍将棋の間には大きな違いがある。それは駒がす
べて裏を向けているか、表を向けて行うかということである。この点で、両者はゲームとして
全く異なるものといえる。
第 章 海外の行軍将棋関連情報
． モナートシェフテ（ ） （明治三十八）年 月号
モナートシェフテ は 年に創刊された、ドイツの出版社フェルハーゲン クラジンク
ス（ ）社から発行されている雑誌である。その 年 月号に 東アジア
の盤上遊戯（ ） という文章がある。執筆者はクリスチャン・ユング
ハンス（ ）博士（生没年不詳）。この中に日本の行軍将棋についての記述があ
る ）。
ここでは、行軍将棋は ロシアとの戦争の後、日本で新たに発明された戦争ゲームは、大い
に我々の関心を引いた。（拙訳）という文章で始まり、道具や遊び方を紹介している。駒は上
部の頭が丸く直立させて置く。色は茶色と白。一方の面に内容が書いてあり、相手に何も書い
【図 闘獣戯】
ていない面を向ける。駒の移動は縦横で斜めは行けず、工兵は複数進める。勝敗の判定は審判
が行う。弱いほうの駒が除去され、同じときは双方とも除去される。などのルールが書いてあ
り、盤の概略図が載っている。ゲームの勝敗は本部の占領または旗の捕獲によって決まると書
いてあり、この旗の捕獲という部分だけが日本の行軍将棋とルールが異なる。横 マス 縦
マスで直線の通路が 本あり駒数が 個で下記のように内訳も載っているが日本の駒数 個の
ものと内容が同じである。
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【図 モナートシェフテ 年 月号、表紙（左）、 東洋の盤上遊戯 （右）】
名称 和訳 数
大将
中将
少将
ユングハンス博士がこの情報をどのようにして入手したのかはわかっていない。日本に来た
のか、行軍将棋の現物を入手したのか、単なる情報だけ入手したのかもわかっていない。記事
内には盤の絵があるが簡略化されたもので、おそらくは現物を入手してはいないと考えられ
る。ただ駒の色が、一方が白で一方が茶という、これまで知られていない情報があり非常に興
味深い。日本の一般的な行軍将棋は黄色と赤色であるが、駒数 個の古い時代と思われるもの
は、一方が白っぽい木の地肌の色でもう一方は多少赤っぽく見える。ユングハンス博士はこれ
を白と茶色と解釈したのだと考えられる。従って博士は日本の行軍将棋のルールだけを手に入
れたのではなく、行軍将棋を解説した文献を入手したのではないかと考えられる。
．ユリー・ベルクの特許
ユリー・ベルク（ 、旧姓 モラー（ ））という女性が （明治四十）年に
ロンドンとパリで特許を取得している。ロンドンは申請が 月 日で受理が 月 日、パリは
出願が 月 日で受理が 月 日となっている。それによればユリー・ベルクの住所はロシア
のリーヴァル（ ）となっている。リーヴァルは、現在のエストニアの首都タリン
（ ）の旧名で、リーヴァルの名称は 年まで使用されていた。
特許は盤と駒を持つ 人用の戦争ゲームとなっている。盤は一人の陣地が横 マス、縦 マ
スの長方形で、間を 本の直線通路が結んでいる。通路は陣地の一つのマス つ分である。駒
は長方形の紙を つに折った形状で、一方に絵が書かれているが、駒を山折りにして絵の方を
自分に向け、相手には駒の実態がわからないようにして遊ぶとしてある。絵は船の絵が描かれ
大佐
中佐
少佐
大尉
中尉
少尉
騎兵
工兵
地雷
スパイ
旗
ている。両者の陣の間にある通路以外の部分は 島（ ） と書かれており、ゲームは海
戦をイメージしていると思われる。駒の数や内訳は記載されていない。
ユリー・ベルクがどのような人間であるか、また、行軍将棋との関連は調べられなかった。
しかし、盤が のマス目であること、通路が 本の直線であること、駒を実態が相手に見
えないように置くことなど、駒 個の行軍将棋とほぼ同様のものであり、行軍将棋のことを全
く知らずに考え付いたとは考えにくい。
何らかの事情で行軍将棋のことを知ったか、現物を入手したと考えられるが、行軍将棋は輸
出用の玩具でもなく、現物が持ち込まれたとは考えにくい。当時のタリンはドイツ語が公用語
だった。ユリー・ベルクが前項の モナートシェフテ の記事を読んで発想を得たということ
は十分に考えられる。
．エルマンス・エダンの特許
（明治四十二）年にエルマンス・エダン（ 、 ）という女性
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【図 ベルクのイギリスでの特許（ 頁目と 頁目）】
が戦争ゲームの特許を取得している。特許はイギリスで 年 月 日に出願されている。
ゲームは 人用のボードゲームで一人の陣地のマス目は横 縦 の マス。両者の陣地の間
は長さ 単位の直線が 本。駒は紙を つに折ったもので裏面を相手に向け、内容は見せない
ようにして遊ぶ。駒の一覧を行軍将棋と合わせて掲載する。
エルマンス・エダンはこのゲームを ラタック（ ） の名称で自主製作して販売
した。パリにあったサマリテーヌ百貨店の 年の広告に載っており、 （新しい）
とあるところから、 年に発売されたと考えられる。ゲーム研究家のミシェル・ブ
タン（ ）によればエルマンス・エダンはいくつもゲームを考案しては自分で
作って販売していた。骨董ゲームのサイトには 年、 年、 年のラタックが掲載され
ているが、いずれもメーカーは （不明）となっている。エダンは発売者として自
分の名前を入れていなかったようである。その後、 年に玩具メーカーの ギブソン・
駒の名称 数 和訳 行軍将棋 数
軍旗 軍旗
地雷 地雷
大将 大将
代将
大佐 大佐
少佐 少佐
中尉 中尉
大尉 大尉
軍曹
工兵 工兵
斥候
間者 間者
計
中将
少将
中佐
少尉
騎兵
計
アンド・サンズ社（ ）からラタックの名称のまま発売された。
エルマンス・エダンは 年にフランスのパリで生まれた。 歳の時に両親は離婚。エルマ
ンスは母親に引き取られた。父親のアントワーヌ ビクター・エダンは 年に軍人として中
国に赴任し、 年に上海で死去している。伯父のベノワ・エダンが一緒に中国に赴任してお
り、エルマンスは 年に父の遺産を引き継いでいる。
エダンの特許も明治時代の行軍将棋と非常に良く似ている。異なる点は、行軍将棋が
の盤に 個の駒であるのに対し、エダンのラタックは の盤で 個の駒を用いる。また通
路だが、行軍将棋がただの通路であって駒の着地する場所となっていないのに対し、エダンの
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【図 エルマンス・エダンの特許】
【図 パリ、サマリテーヌデパートの広告】
特許では マスの場所となっている。エダンは 年に父の遺産を引き継いでいるが、上海に
いた父親が日本のゲームを入手していた可能性は低く、エダンが日本の行軍将棋を所持してい
たとは考えられない。
むしろエダンはユリー・ベルクの特許を見て、これを改良したということが考えられる。通
路がちょうど マス分となっているのが、ユリー・ベルクとエダンの特許の共通点である。行
軍将棋の通路は長い線であり、これを見て通路を マス分とするのは、偶然の一致にしてはで
きすぎている。しかし、ユリー・ベルクの特許には駒の情報がない。エダンが駒を独自に考え
て行軍将棋に似た駒の構成になるのは偶然の一致とは考えられない。前述の モナートシェフ
テ で、ユングハンス博士は行軍将棋の勝利条件を 軍旗を取ること と誤っているが、 ラ
タック のルールがこの条件になっているのはエダンがこの記述を見て作ったためだと考られ
る。行軍将棋の情報がそれほど多くフランスに入ったとは考えられず、エダンは モナート
シェフテ で行軍将棋の情報を得、またユリー・ベルクの特許を参考にして、このゲームを作
り上げたと考えられる。盤を の マスから の マスに変えたのは、ユリーの特許
との抵触を避けるためであると考えられる。
．ジョセフィン・ティルデンの特許
（大正四）年、アメリカでジョセフィン・ ・ティルデン（ 、
）という女性が特許を出している。
この特許が出願されたのは （大正四）年 月 日。 人用の戦争ゲームで、盤の形状は
【図 ジョセフィン・ティルデンの特許】
横 マス、縦 マスの長方形だが、日本の行軍将棋のように駒を枠の中に置くのではなく、交
点に置くように記載されている。つまり横 マス、縦 マスの長方形になる。両陣の間は 本
の直線の通路で結ばれている。これは駒数 個の行軍将棋と同じである。駒の数と種類も記載
されている。内訳は下記の通りで、日本の行軍将棋と対比してみる。
代将があったり騎兵がいなかったりと若干の名称の違いはあるが、ランクと数は駒数 個の
行軍将棋と同一である。駒の形状は三角形の台座に長方形の板を付けた形で、裏面に駒の名称
が書かれていて相手方には見えないようになっている。遊び方も子細に記載され、審判が勝敗
を判定する点、旗と地雷は動けないこと、スパイが大将を取れる唯一の動ける駒であること、
旗が後方の駒と同じ強さになること等々、すべて駒数 個の行軍将棋と同一である。
ジョセフィン・ティルデンはアメリカの植物学者である。伝記を見ると 年代後半に日本
からタヒチ、オーストラリア、ニュージーランド、ハワイを回ったとある。おそらくはこのと
きに日本の行軍将棋の現物か、またはその情報を入手したと考えられる。しかしながらティル
デンの特許は商品化された形跡はない。アメリカではその後、ミルトン・ブラッドリー社が
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名称 和名 行軍将棋
大将 大将
中将 中将
少将 少将
代将 大佐
大佐 中佐
少佐 少佐
大尉 大尉
中尉 中尉
少尉 少尉
兵卒 騎兵
スパイ スパイ
工兵 工兵
旗 軍旗
地雷 地雷
計 計
ル・ショクという行軍将棋様のゲームを販売しているが、これは当時人気のあったラタックを
改変したと考えられる。
．ジャック・ヨハン・モーゲンドルフの ストラテゴ
ストラテゴは前章で示した通りである。ジャック・ヨハン・モーゲンドルフ（
、 ）というオランダ人が 年に商標登録している。ゲーム研
究家のフレッド・ホーン（ ）によれば、第二次大戦中、撃墜されたカナダ人のパイ
ロットをオランダの教授がかくまっており、そのパイロットがラタックを知っていて伝え、そ
の教授はテク（ ）というゲームを作成した。それが避難者の間で行われ、その避難者たち
の中にモーゲンドルフがいたということである。ストラテゴはまず 年にオランダのファ
ン・パールシュタイン（ ）とロエパー・ボッシュ（ ）によって商
標登録された。モーゲンドルフはユダヤ人だったため、ドイツ占領下のオランダでは自分の名
前で登録できなかったと考えられている。 年に解放されたモーゲンドルフはライセンスを
オランダの出版社であるスメーツ シッパーズ（ ）に与え、 年にはハ
ウスマン ホット（ ）社に与え、このゲームを約 セット販売した。
その後版権は 年にアメリカのミルトン ブラッドリー社に移り、世界的な大ヒットゲーム
となった ）。
．アラン ビクター エマニュエル・テトゥビドゥとロベール ルイ・モームの特許
年にフランスのアラン ビクター エマニュエル・テトゥビドゥ（
）とロベール ルイ・モーム（ ）がチェス様のゲー
ムということで特許を出願し、その後、ジュ・ド・ラ・キーユ（ 竜骨の
ゲーム の意）の名称で商品化されている。ゲームは前章で紹介したとおりで、ラタックを通
路の無い盤に変え、駒数を半減させたが、ルールはほとんど同じである。
． （ ）
ベル（ 、 ）は著書の
（ ）で、闘獣棋を として紹介している ）。歴史に
ついては不明としており、中国象棋のヨーロッパにおけるドラフツ（チェッカー）に相当する
発展形だろうと書いている。しかし、すでに述べたように闘獣棋は第二次大戦後の登場と考え
られ、その性質の違いからも、行軍将棋やラタックの元になったとは到底考えられない。ベル
の見解は、行軍将棋を知らなかったことと、闘獣棋の誕生時期を考察しなかったことにより、
誤った推理を行ったものと考えられる。
．ゲーム・オブ・ザ・ジェネラルズ（ ）
年にフィリピンでゲーム・オブ・ザ・ジェネラルズが発売された。ソフロニオ・ ・
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【図 テトゥビドゥとモームによるチェス様のゲームの特許】
パソラ・ジュニア（ ）が、息子 ロニー・パソラ（ ）のヒン
トから考案したとされている。
というリーフレットにはソフロニオ・ ・パソラ・ジュニアによるゲーム
の誕生に関する経緯が書かれている。それによれば 年の 月にチェスをやっていて思いつ
いたとある。構成や進め方からは明らかに行軍将棋やストラテゴを真似たものと考えられる
が、微妙に違っていて、どちらから思いついたものかはわからない。審判が必要なところは行
軍将棋にあってストラテゴにないルールであり、旗を取れば勝ちというルールはストラテゴに
あって行軍将棋にはないルールである。フィリピンは日本の影響もアメリカの影響も受けてい
るため両方とも考えられる。しかし、チェスは駒が何か見えているのに対し、行軍将棋は見え
ないという非常に大きなシステムの違いがあることや、行軍将棋やストラテゴとあまりにも良
く似ていることから考えれば、チェスから思いついたというパソラの説明は信じがたい。
． グレート・ボードゲームズ（ ）（ ）
ブライアン・ラブ（ 、生没年不詳）が 年から 年までのボードゲームを集
めて編集した本で、 より刊行された。その序文の中に、
）（拙訳 ヨーロッパでは、 年代後半から人気
のあるフランスの古典的戦争ゲーム ラタック が、フランス対イギリス、フランス対ド
イツ、イギリス対ドイツといった様々な対立のリハーサルをした。）
という個所がある。現在のところ、 （明治四十二）年にエルマンス・エダンが ラタッ
ク を発売するまで、欧米に行軍将棋様のゲームが存在したという記録はこれしかなく、この
文章が正しければ 年代（明治十三年 二十二年）と日本の行軍将棋よりも前にラタックが
存在していたことになる。しかし、筆者も、フランスのゲーム研究家であるミシェル・ブタン
やピエール・ディポーリも 年以前にラタックが存在したことを発見できておらず、この一
文はブライアン・ラブの思い違いではないかという意見にたどり着いている。エダンの特許が
年であること、サマリテーヌデパートの 年の広告のラタックが 新製品 と書かれて
いることから、ラタックの誕生は明らかに日本の行軍将棋の後である。
． ディー・ペッペル・レビュー 年 月号
ドイツで発行されているテーブルゲームの雑誌 ディー・ペッペル・レビュー（
） 年 月号では、ルドルフ・リューエが ストラテゴ・ファミリー とい
う文章を載せている。この記事では アウフ・ツム・シュトゥルム（ ） と
フリンツ・フィスト（ ） という前章で述べた 点のゲームを紹介している。前
者は 年、後者は 年前のゲームとしている。またもっと古いゲームとして、アメリカのミ
ルトン・ブラッドリー社の ル・ショク（ ） というゲームがストラテゴの原理を用
いていると紹介している。リューエはストラテゴの原理とは 駒にランクがあって上位は下位
に勝つ。ただし一定条件下では最低のものが最高のものに勝つ。 と説明している。
アウフ・ツム・シュトゥルム と フリンツ・フィスト は写真が掲載されているが、台
座に縦長の紙が付いた駒とマス目のあるゲーム盤が写っており、 人用のゲームと思われると
ころは、ストラテゴに良く似ている。しかしながらそれでも 年である。 ル・ショク は
ミルトン・ブラッドリー社のカタログによれば 年の発売であり、いずれもラタックより新
しい。
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【図 グレート・ボードゲームズ 】 【図 ディー・ペッペル・レビュー 】
第 章 考 察
．行軍将棋の年代
ほとんどの商品には製造年が記載されていない。唯一記載されているのは 遊戯具 （東
京書籍）の 頁に掲載されている 発行者 澤木弥兵衛 とあるもので 明治二十八年発行
と印字されている。これが駒数 個であること、後述する明治、大正時代の書籍に駒数 個と
あることから、明治時代のものは駒数 個であった可能性が高い。その他にも年代推定の手掛
かりがいくつかあるので列挙する。
文字の左書き、右書き
戦前は日本の横書きは文字を左から右へ書いていた。筆者の調査した行軍将棋の中にも箱の
表記が右から左へ書かれているものは 点近くある。ただ、箱の表記は左から右だが、盤の説
明の文字は右から左というものがある。おそらく盤は昔からある版を入れたためと考えられ
る。また駒数 個のものの多くは箱がないために判断がつかないが、盤の本部の表記はいずれ
も右から左への記述で 本営 本城 となっている。
文字のひらがな、カタカナ
戦前は文書の表記にカタカナが使われていた。しかし戦後一斉にひらがなに切り替わったの
ではなく、新聞や書籍は明治中期ごろからひらがなになってきている。説明文がカタカナ表記
のものは駒数が 個のもの、 個のもの、 個のものにあり、明治から第二次大戦までのもの
と考えられる。
将棋か将棊か
将棋の 棋 の文字は、戦前は 棊 を使用していた。行軍将棋の箱の表記では、明らかに
戦後のものでも 棊 の文字を使用しているものが圧倒的に多い。これは古い行軍将棋が
棊 を用いていて戦後もこれを踏襲したためと考えられる。
本部の文字とイラスト
本部に書かれる文字は本城、本営、司令部、総司令部である。本城は 個のもの 種と 個
のもの 種しかない。 個の残り 種は 本営 と書かれており、 本営 が古い形と考えら
れる。時代とともに 本営 という言葉がわからなくなり 司令部 や 総司令部 といった
わかりやすいものになったと考えられる。
通路の表記（交戦口か突入口かコースか）
通路の入り口には 交戦口 突入口 コース の文字が書かれている。何も書かれていな
いものもある。交戦口とあるのは 個のもの 種すべてと 個のうちの 種、 個のうちの
種だけである。 個のものすべてが 交戦口 となっているところから、 交戦口 が古い形
と考えられる。
スパイか間者か
間者とあるのは 個のもの 種すべてと 個のうちの 種、 個のうちの 種だけである。
間者はスパイの古い言い方であり、間者を使用しているセットの方が古いものと考えられる。
と代将
は憲兵で英文 の頭文字である。進駐軍によって知られるようになった言
葉であり、戦前の日本では一般に知られていなかった用語なので、 の駒があるのは戦後の
ものと考えられる。
代将は将校（大将、中将、少将）と佐官（大佐、中佐、少佐）の間に位置する位だが日本の
軍隊に代将はなく、アメリカの影響と考えられる。であれば、進駐軍の影響だと考えられる。
と代将の駒が入っているのは、 個の 種、 個の 種、 個の 種の計 種だが、い
ずれも と代将の駒が両方とも含まれており、 があって代将の無いものや代将があっ
て が無いものはない。これらはセットで進駐軍の影響下にある時期のものと考えられ
る。
原爆、水爆、ミサイル、ジェット機の駒
ヒコーキでなくジェット機が入っているもの、新兵器として原爆、水爆、ミサイルが入って
いるものがある。原爆の初使用は 年の広島・長崎であり、水爆は 年に世界初の実験が
行われた。ミサイルが一般化するのも 年以降である。原爆による被害を受けた日本が原爆
入りの玩具を作るのは不謹慎に思えるが、当時はそういったものをタブー視するような風潮は
なかったと考えられる。
箱の 入り の文字
多くの行軍将棋セットの外箱には タンク ヒコーキ 入 の文字が書いてある。中には
原爆 ヒコーキ入 ミサイル 水爆入 というものもある。これらの文字はそれまでのも
のに入っていなかったものを加えることにより、商品の差別化を図ったものと考えられる。ヒ
コーキもタンクも原爆も入っていないのは、駒 個の 種のみであり、このことからも駒数
個のものは最も古いタイプであることがわかる。
また、駒数 個の 種類にはタンクが入っていてヒコーキが入っていないが、これらの箱に
は タンク入 の文字がある。これらはいずれも説明文がカタカナ書きで本部の文字が右から
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本営 と書いてあり、かつ、スパイ駒は 間者 と表記されていることから、第二次大戦前
で、タンクもヒコーキも無いものとタンクとヒコーキ両方があるものの中間に位置するものと
考えられる。
このような観点から分類してみると、箱絵や大きさは種々異なっているが、全体としての種
類はそれほど多くないことがわかった。駒数の多い順に見てみると、まず駒数 個のものは駒
の構成や通路や盤中央のルールがすべて同じである。駒数 個のものは 個あるが、 個は本
部が 営本 、説明表記がカタカナで通路に交戦口と表記されていた。 個は駒の構成まです
べて同じで、 個だけは デラックスミサイル行軍 という特殊なものであった。このように
デザインは異なるが、中身は同じというものがいくつもある理由は次節で取り上げる。
駒の内容や箱の表記も含めて考えると、行軍将棋は次のように時代分けできる。
・第 期 タンクもヒコーキもないもの（駒数 、 個）
明治中期の初期のものがこのタイプであったと考えられる。
・第 期 タンクの加わったもの（駒数 個）
箱に タンク入 と表記され、新しいものであることが強調されている。
・第 期 タンクとヒコーキの加わったもの（駒数 、 個）
箱に タンク・ヒコーキ入 と表記されている。第二次大戦前のため、横書きの文字は右
から左に表記され、説明文はカタカナのものもある。
・第 期 、代将、原爆の入ったもの（駒数 、 、 個）
戦後あまり経っていない時期で、昭和 年代前半と考えられる。
・第 期 タンク・ヒコーキがあり、 などのないもの（駒数 、 個）
横書きが左から右表記、交戦口は突入口と改められ、 ・代将はなくなり、間者はスパ
【図 いずれも西口商店の行軍将棋。左から駒入の表記無し、タンク入、タンク・ヒコーキ入】
イと改められた。昭和 年代。
・第 期 ミサイル行軍の登場と大手メーカーの参入
新機軸を狙い、ミサイルや水爆といった近代兵器を入れたものが登場した。昭和 年代。
・第 期 衰退期
ほとんど新製品は作られなくなり、駄菓子屋玩具として細々と売られている。昭和 年代
以降。
．行軍将棋ゲームの発祥
行軍将棋類ゲームとしては日本以外では ラタック が最も古いと結論づけられる。 エイ
ヴィエイション ドーヴァー・パトロール トライ・タクティクス の 点は ラタック
を販売していたギブソン サンズ社のもので、陸軍版であるラタックを自社で改良して他の軍
隊に応用したものといえる。 アウフ・ツム・シュトゥルム ル・ショク フリンツ・フィ
スト フェルトヘルン・シュピール ジュ・ド・ラ・キーユ については、ルールの類似性
から、 ラタック を改変したことは間違いないと考えられる。ゲームについては、少し変え
てしまえば著作権に抵触しない。 ストラテゴ も ラタック の改変にすぎないことが判明
した。フィリピンの ゲーム・オブ・ザ・ジェネラルズ は考案者がチェスから思いついたと
書いているが、その構成やルールは 行軍将棋 ラタック ストラテゴ とほとんど同一で
あり、これらを参考にしているのは疑いようがない。
オセロ というゲームは日本人が考案したといわれているが、イギリスで生まれた リ
バーシ というゲームと同一である。 リバーシ は明治時代に日本に入ってきて 源平碁
返し碁 などという名称で販売されていたことがわかっており、そこから作られたことはほ
ぼ明白である。考案者とされる 氏は、当初は自分が考案したと著書に書いていたが、著作を
出すたびにトーンが弱まり、昨今の著作では 戦後の青空教室で誕生した と、誰が作ったと
もわからないように表現を変えている。 オセロ のような極めて単純なゲームなら偶然同じ
ものを考え付く可能性がないではないが、複雑な 行軍将棋 や ラタック とほぼ同一のも
のを考え付く可能性は万に一つも無いと言ってよい。当人が認めることはないと思うが ゲー
ム・オブ・ザ・ジェネラルズ は明らかに行軍将棋類の改変である。
従って、日本と中国以外の行軍将棋類をたどるとすべて ラタック に行きつく。ラタック
は、駒の形状や通路が マス分であるということでユリー・ベルクの特許を参考にし、軍旗を
取るのが勝利条件という誤りをそのまま用いていることから、 モナートシェフテ に掲載さ
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れたユングハンス博士の 東洋の盤上遊戯 も参考に作り上げたということで間違いないと考
えられる。
次にネットなどに書かれている、中国の 陸戦棋 や 闘獣棋 がストラテゴの元になった
という説を検証する。筆者は 年に中国に旅行し、北京と西安を訪問してゲームを探し回っ
た。見つかったのは 中国象棋 や 陸戦棋 闘獣棋 など中国で考案されたものと、海外
の簡素な伝統ゲームを中国風にしたものばかりであった。およそ中国ではごく最近まで、ゲー
ム類の近代化は非常に遅れており、商業的に面白いものや独自のものを開発しようというよう
な考えはなく、単に真似で良いという意識であったといえる。その点からも 陸戦棋 や 闘
獣棋 は中国オリジナルではなく、海外のものをアレンジしたと考えるべきで、 陸戦棋 が
ラタック の元なのではなく ラタック や 行軍将棋 が 陸戦棋 の元になったと考え
る方が合理的である。特に 陸戦棋 よりも 行軍将棋 の方がはるかに ラタック に類似
しており、 陸戦棋 が ラタック の元という説は、 行軍将棋 がほとんど欧米で知られて
いなかったがためにできてしまった俗説といえる。
また 闘獣棋 だが、ルールをよく見れば、 ストラテゴ や ラタック と 闘獣棋 は
大きく異なる。 闘獣棋 は駒を表にしてゲームをする完全情報ゲームであり、根幹において
全く異なるゲームシステムを持つものなのである。ボードに つの池がある点がストラテゴに
似ており、一番弱い鼠が一番強い象に勝つ点が共通ではあるが、 闘獣棋 の場合、上の駒が
下の駒に勝つだけだと最も弱い鼠の意味がなくなってしまうために、鼠が象に勝つことにせざ
るを得なかったと考えられる。
では 闘獣戯 はどこから生まれたのだろうか。確証は持てないが、いくつかのヒントがあ
【図 筆者が 年に中国で購入したボードゲーム】
る。松田道弘は ボードゲーム の ラタック の項で次のように書いている。
ジョン・フリーマンは ラタック の先祖は古い中国のゲーム ジャングル・ゲーム
だろうと書いています。
ゲーム研究家の ・ ・ベルは、その著書の中で ジャングルゲーム をチャイナ・オ
リジンとして紹介しています。 ）
行軍将棋はいろいろ形をかえながら、日本の子供たちの間で遊ばれてきました。
敗戦後しばらくたってから、 ターザン・ゲーム という行軍将棋のバリエーションが
でまわっていました。チャンバラ映画から剣までとりあげた占領軍の反軍国主義政策の現
れだったのでしょうか。
軍人の階級をあらわす駒が全部ジャングルの動物におきかえられていました。私の記憶
ではつぎのようになっています。
ターザン 、ライオン 、象 、ゴリラ 、トラ 、ヒョウ 、サイ 、ワニ 、キリ
ン 、シマウマ 、地雷のかわりに檻、スパイのかわりに土人。 ）
松田は何も触れていないが、良く見ればこの ターザン・ゲーム が 闘獣戯 に非常に良
く似ていることに気づくはずである。
別冊太陽 子ども遊び集 と 太陽 年 月号）には ターザン動物将棋 という
ボードゲームの写真が掲載されている。遊戯法の詳細は判読できないが、盤や通路や駒の形
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【図 ターザン動物将棋 （ 別冊太陽 子ども遊び集 ）】
状、盤の中央部の説明の書き方などを見れば、明らかに行軍将棋の亜流といえる。松田の書い
ているターザンや檻や土人は登場しないので、このタイプにも様々なものがあったと考えられ
る。事実、大阪商業大学アミューズメント産業研究所にも ターザンゲーム という行軍将棋
に良く似たゲームが所蔵されているが、こちらにはターザンや土人が登場するもののライオン
や虎といった個々の動物は登場しない。こういったもののうちの一つを中国の人間が入手し、
改変したのが 闘獣棋 ではないだろうか。 ターザン・ゲーム の登場は松田が言うように
第二次大戦後であり、 ストラテゴ が第二次大戦中にカナダ人パイロットが ラタック を
伝えたことによるものであることが判明したこともあって 闘獣棋 が ストラテゴ のルー
ツというのはあり得ない。
．行軍将棋のその他の謎
なぜほとんどの行軍将棋にはメーカー名が入っていないのか。また、非常に多くの種類があ
り、良く言えば多彩、悪く言えば滅茶苦茶なくらい一貫性が無いのはどういうわけなのだろう
か。また逆に、メーカーも駒数も異なるのに箱のデザインが同じだったり、箱のデザインは異
なるのに駒やルールの文面が全く同じだったりするのが多いのも奇妙なことである。
明治時代中後期と思われる駒数 個の盤では、画像のみのものも含め入手したものはすべて
メーカー名が入っていた。従って当初はきちんとメーカー名を入れて販売しており、時代が下
がるに従って入れないようになったわけである。串間努は天童市の将棋駒製造業、中島清吉商
【図 ターザンゲーム （大阪商業大学アミューズメント産業研究所蔵）】
店に取材し、浅草の西口商店が中島清吉商店の無刻の駒を持ち帰って行軍将棋を作ったことを
記している ）。
筆者も中島清吉商店およびその他の天童市の将棋駒製造業者に聞き取りを行い、後には天童
で行軍将棋の駒を製造し、東京などに送っていたことを知った。つまり当初、西口商店などの
販売会社は無地の駒を天童から仕入れ独自で箱や盤を作っていたのであるが、後にはすべてを
天童で製造するようになったのである。大手のものは箱に丸に栄や丸に本といったマークを入
れ、その他の小さい会社向けのものは複数の会社で扱えるように、わざとメーカー名やマーク
の無いものを作っていたのである。そのために箱が異なるのに中身が全く同じものが存在して
いるのである。
白馬に軍人のデザインが多いのは、大本の師団将棋がそのようなものであったと考えられ
る。軍事奨励のために西口商店を始め多くのメーカーに販売することを許可したことにより、
似たようなデザイン、似たような駒やルールのものが作られたと考えられる。
．行軍将棋の位置付け
行軍将棋は、運の要素の無いゲームと技術の要素の無いゲームが大半だった 世紀後半に登
場した、運の要素の無い不完全情報ゲームという画期的なゲームであった。運の要素の無い
ゲームの多くは完全情報ゲーム、つまりすべての情報がプレイヤーに見えているゲームであ
る。将棋や囲碁がその代表格で、論理的に戦術を考えられる人間、経験のある人間が強く、実
力に差があった場合、弱い者は必ずと言ってよいほど勝つことはできない。常に負け続けてい
れば面白くなくなっていくのは当然で、実力を磨いて強くなろうと考える者は続けていくだろ
うが、そうでない者は離れて行ってしまうだろう。一方、技術の要素のないゲーム、つまり運
だけの要素しかないゲームは、さいころで 個の駒を進めるレースゲームや賭博の多くがそう
で、ある意味平等ではあるが、金を賭けるというスリルがなければ単なる時間つぶしの意味合
いが強く、同じものを何度も行えるものではない。不完全情報ゲームは見えない情報を持つ
が、これには つの種類がある。プレイヤー全員に見えない情報と、特定のプレイヤーのみ見
えている情報である。前者の例はカードゲームの山札やこれから振るさいころの目などであ
り、後者の例はカードゲームの手札などである。後者の方がゲームを複雑にし、面白くする。
前者は共通に見えないので、プレイヤー個々人の感覚の差でしかゲームに影響を及ぼさない
が、後者では推理やブラフや駆け引きが複雑に絡み合うからである。完全情報ゲームは理詰め
の計算をすれば最善手が導き出せるわけだが、時間や計算能力がないために計算できない中
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で、どのように判断するかだけが問題となる。技術の要素のないゲームは結果を運に任せるだ
けなので、結果に一喜一憂するだけである。計算や判断をしたくない人には向いているが、勝
ち負けを競う場合、人間は何もせずに得た結果より、自らが下した判断によって得た結果の方
を尊いと感じるもので、勝利の快感を高めるには、何らかの判断をさせることが必要なのであ
る。その種類を増やしたということで、行軍将棋は実によくできたゲームであったといえよ
う。また戦争が身近にあった時代、敵がどういう配置で、どれがどう動いてくるかわからない
というのは、将棋類よりもより現実に近く、親近感があったといえよう。
おわりに
年代からボードゲームは驚異的な発展を遂げ、運の要素の無いゲームと、運の要素しか
ないゲームの間に、運と技術の要素が様々な構成比を持つゲームが多数生み出された。さらに
盤と駒とさいころ以外にカードや紙幣をはじめ様々な小道具を取り入れた複雑なゲームも多数
登場している。特にシミュレーション・ウォーゲームは、より現実の戦争に近いものであり、
最初は手間が大きすぎたものの、次第に操作性が高まり、手軽に遊べるようになったことで人
気が高まり、相対的に行軍将棋の価値は減っていった。シミュレーション・ウォーゲームの煩
わしさや堅苦しさを嫌う層向けには、高度化したファミリーゲームがアピールした。完全情報
ゲームの難解さを和らげ、シミュレーションゲームの面倒臭さを解消し、技術と運の要素が適
度に入り混じった娯楽性の高いゲームがいくつも生みだされた。その中にあって行軍将棋はあ
まり工夫の余地のないものゲームであった。特に日本の場合、審判が必要だという制約は致命
的な欠陥であった。そのため衰退の一途をたどった。現在でもわずかに販売されてはいるもの
の、購入層は子供時代の遊んだことのある一部の大人に限られていると考えられる。その世代
が購入しなくなれば製造販売されることもなくなり、自然に忘れ去られていくと考えられる。
海外ではストラテゴが少年向けの定番となっているので、日本よりかなり長く生き残っていく
と考えられるが、それだけにその原点が日本にあることが知られずにいるのは残念で仕方がな
い。行軍将棋は実は日本が明治時代に生み出した、当時としては画期的な進化したボードゲー
ムであったのである。
本稿の執筆にあたり、ミシェル・ブタン氏に多くの資料と情報を頂戴した。また明治学院大
学の田中祐介様と各地の博物館・資料館には行軍将棋やその資料を閲覧させて頂いたり、写真
をお送り頂いたりした。ここに深く感謝の意を表する。
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〔付録〕資料とした行軍将棋の一覧
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番 名称 駒数 陣形 通路 通路表記 本部表記 メーカー・マーク
ミニ戦略将棋 記載なし 本部なし エポック社
新行軍将棋 突入口 総司令部 西口商店
新行軍将棋 突入口 総司令部
薄口行軍将棋 突入口 総司令部 西口商店
別製行軍将棊 突入口 総司令部
特製小行軍将棊 記載なし 部令司 カネト
新行軍将棊 記載なし 総司令部
新行軍将棊 記載なし 部令司
新行軍将棊 交戦口 本営
新行軍将棊 交戦口 本営 西口商店
新行軍将棊 交戦口 本営
新行軍将棊 交戦口 本営
三軍将棊 全面 通路なし 記載なし 王将
新行軍将棊 記載なし 部令司
行軍 記載なし 部令司 西口商店
新兵器行軍将棊 記載なし 部令司
不明 コース 部令司
棊将軍行新 コース 部令司
新行軍将棊 コース 司令部
新行軍将棊 交戦口 本営
新行軍将棊 交戦口 本営
新行軍将棊 不明 本営
新行軍将棊 突入口 総司令部 西口商店
新行軍将棊 突入口 総司令部
大型行軍将棊 突入口 総司令部 王将
大型行軍将棊 突入口 総司令部
新行軍将棊 突入口 部令司総
ポケッタブル軍人将棋 記載なし 総司令部
シュウクリエイ
ション
自動判定機付き作戦将棋 記載なし 記載なし トミー
行軍将棋 突入口 総司令部
行軍将棋ゲーム 記載なし 総司令部
デラックス行軍将棋 突入口 総司令部
行軍将棊ゲーム 記載なし 総司令部
ミサイル行軍 記載なし 記載なし 西口商店
番 名称 駒数 陣形 通路 通路表記 本部表記 メーカー・マーク
ミサイル行軍 記載なし エポック社
陸海空三軍将棊 突入口 総司令部 王将
行軍将棊 口戦交 城本 稲垣旭軍堂
小学生ゲーム 軍人将棋 記載なし 記載なし タカラ
大型行軍将棊 突入口 総司令部
大型行軍将棊 突入口 総司令部
大型行軍将棊 突入口 総司令部
新行軍将棊 突入口 総司令部
大型行軍将棊 突入口 総司令部
大型行軍将棊 突入口 総司令部
棊将軍行新 交戦口 営本 西口商店
棊将軍行新 交戦口 営本
棊将軍行新 交戦口 営本 西口商店
行軍将棊ゲーム 突入口 総司令部
行軍将棊ゲーム 突入口 総司令部 天童将棋
大行軍将棊 突入口 総司令部 西口商店
大型行軍将棊 突入口 総司令部 王将
大行軍将棊 突入口 総司令部 王将
大型行軍将棊 突入口 総司令部
大型行軍将棊 突入口 総司令部
大型行軍将棊 突入口 総司令部 本
大型行軍将棊 突入口 総司令部 本
大型行軍将棊 突入口 記載なし ハナヤマ
大型行軍将棊 突入口 総司令部 斎藤将棋
大型行軍将棊 突入口 記載なし 西口商店
棊将軍行新 交戦口 営本 西口商店
箱なし 交戦口 営本 渡邊
箱なし 交戦口 営本 澤木弥兵衛
箱なし 交戦口 城本 稲垣
箱なし 交戦口 城本 八重橋
箱なし 交戦口 城本 開進堂
注 名称と本部表記は、横書きのものは左から、縦書きのものは上から記してある。
